
 

 

 

安田女子大学学則 （案） 

 

第１章 目的 

（目的） 

第１条 安田女子大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）及び学校教育法（昭和２２年法律

第２６号）の精神に則り、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を養

い、もって文化の向上に寄与する人格円満な女子を育成することを目的とする。 

（自己評価及び教育内容等の改善のための組織等） 

第１条の２ 本学は、前条の目的を達成するため、大学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結

果を公表するとともに、教育の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとする。 

２ 前項の点検及び評価並びに教育の内容及び方法の改善を図るために必要な事項は、別に定める。 

（情報の積極的な公表） 

第１条の３ 本学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることができる方法によって、積極的

に情報を公表するものとする。 

 

第２章 学部及び大学院組織 

（学部・学科） 

第２条 本学に、次の学部及び学科を置く。 

  文学部      日本文学科 

           書道学科 

           英語英米文学科 

  教育学部     児童教育学科 

           幼児教育学科 

  心理学部     現代心理学科 

           ビジネス心理学科 

  現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 

           国際観光ビジネス学科 

           公共経営学科 

  家政学部     生活デザイン学科 

           管理栄養学科 

造形デザイン学科 

  薬学部      薬学科 

  看護学部     看護学科 

  理工学部     生物科学科 

           情報科学科 

           建築学科 

２ 学部及び学科ごとの目的に関し必要な事項は、別に定める。 

（大学院） 

第２条の２ 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院学則は、別に定める。 

 

   第３章  教育課程 

（教育課程） 

第３条 本学の教育課程は、別表第１のとおりとし、これを４年間に配当して教授する。ただし、薬学部にあっては、６年間に配

当して教授する。 
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第４章  修業年限、学年、学期、授業期間及び休業日 

（修業年限） 

第４条 本学の修業年限は、４年とする。ただし、薬学部にあっては、６年とする。 

２ 在学期間は、６年を超えることができない。ただし、薬学部にあっては、９年を超えることができない。 

（学年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学期） 

第６条 学年を分けて次の２期とする。 

  前期  ４月１日から９月１９日まで 

  後期  ９月２０日から翌年３月３１日まで 

（１年間の授業期間） 

第６条の２ １年間の授業を行う期間は、３５週にわたることを原則とする。 

（休業日） 

第７条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、学長が必要と認めたときは、

休業日を臨時に変更し、又は臨時の休業日を定めることができる。 

  (1)  国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

(2)  日曜日 

  (3)  夏季休業 ８月１日から９月１９日まで 

  (4)  冬季休業 １２月２４日から翌年１月７日まで 

(5)  学年末休業 ２月１日から３月３１日まで 

 

   第５章 履修方法、免許・資格、単位の基準及び単位認定 

（履修方法） 

第８条 学生（薬学部の学生を除く。）は、次の各号の規定に従い４年以上にわたって所定科目を履修し、卒業単位１２８単位以上を

修得しなければならない。 

  (1) 特別科目    ４単位 

 (2) 共通教育科目 ３２単位以上 

  (3) 専門教育科目 ９２単位以上 

２ 薬学部の学生は、次の各号の規定に従い６年以上にわたって所定科目を履修し、卒業単位１９７単位以上を修得しなければな

らない。 

(1) 特別科目     ４単位 

 (2) 共通教育科目  ３２単位以上 

(3) 専門教育科目 １６１単位以上 

（免許・資格） 

第８条の２ 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）及び同法施行

規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 前項の規定に基づき本学で取得できる教員の免許状の種類は、次の表のとおりとする。 

 

学  部 学  科 免許状の種類 免許教科 

文学部 日本文学科 

 

中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

 国 語 

 国 語 

 書 道 

書道学科 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

国 語 

 国 語 

 書 道 

英語英米文学科 中学校教諭一種免許状  英 語 
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高等学校教諭一種免許状  英 語 

教育学部 児童教育学科 小学校教諭一種免許状 

幼稚園教諭一種免許状 

 

 

 幼児教育学科 幼稚園教諭一種免許状  

心理学部 現代心理学科 養護教諭一種免許状   

家政学部 生活デザイン学科 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

 家 庭 

 家 庭 

管理栄養学科 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

栄養教諭一種免許状 

 家 庭 

 家 庭 

 

３ 司書の資格を取得しようとする者は、図書館法（昭和２５年法律第１１８号）及び同法施行規則（昭和２５年文部省令第２７

号）に定める単位を修得しなければならない。 

４ 司書教諭の資格を取得しようとする者は、学校図書館法（昭和２８年法律第１８５号）及び学校図書館司書教諭講習規程（昭

和２９年文部省令第２１号）に定める単位を修得しなければならない。 

５ 学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法（昭和２６年法律第２８５号）及び同法施行規則（昭和３０年文部省令第２

４号）に定める単位を修得しなければならない。 

６ 保育士の資格を取得しようとする者は、児童福祉法施行令（昭和２３年政令第７４号）及び同法施行規則（昭和２３年厚生省

令第１１号）に定める単位を修得しなければならない。 

７ 建築士の受験資格を取得しようとする者は、建築士法施行令（昭和２５年政令第２０１号）及び同法施行規則（昭和２５年建

設省令第３８号）に定める単位を修得しなければならない。 

８ 栄養士の資格を取得しようとする者は、栄養士法施行令（昭和２８年政令第２３１号）及び同法施行規則（昭和２３年厚生省

令第２号）に定める単位を修得しなければならない。  

９ 管理栄養士の受験資格を取得しようとする者は、栄養士法施行令（昭和２８年政令第２３１号）及び管理栄養士学校指定規則

（昭和４１年文部省・厚生省令第２号）に定める単位を修得しなければならない。  

１０ 食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格を取得しようとする者は、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）及び同

法施行規則（昭和２３年厚生省令第２３号）に基づく養成施設の指定基準に定める単位を修得しなければならない。 

１１ 薬剤師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、薬剤師法（昭和３５年法律１４６号）、同法施行令（昭和３６年政令

第１３号）、同法施行規則（昭和３６年厚生省令第５号）及び学校教育法（昭和２２年法律第２６号）における薬学の正規課程

を修得しなければならない。 

１２ 看護師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）、同法施行令（昭

和２８年政令第３８６号）及び同法施行規則（昭和２５年厚生省令第３７号）に定める科目を履修し、所定の単位を修得しなけ

ればならない。 

１３ 保健師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）、同法施行令（昭

和２８年政令第３８６号）及び同法施行規則（昭和２５年厚生省令第３７号）に定める科目を履修し、所定の単位を修得しなけ

ればならない。 

１４ 助産師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）、同法施行

令（昭和２８年政令第３８６号）及び同法施行規則（昭和２５年厚生省令第３７号）に定める科目を履修し、所定の単位を修得

しなければならない。 

（単位の基準） 

第９条 第８条の単位の基準は、次のとおりとする。 

  (1) 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

  (2) 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目については、１５時間の授業をもっ

て１単位とする。 

(3) 実験、実習及び実技については、４５時間をもって１単位とする。ただし、別に定める授業科目については、３０時間の授業
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をもって１単位とする。 

(4) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行う場合については、その組合せ

に応じ、前３号に規定する基準を考慮して学長が定める時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授

与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めることができる。 

（１年次に入学した者の既修得単位等の認定） 

第９条の２ 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目について

修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学における授業科目の履修により修得したとみなすことがで

きる。 

２ 本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に短期大学又は高等専門学校の専攻科において行った学修その他

文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、３０単位を超えないものとする。 

４ １年次に入学した者の既修得単位の認定に関し必要な事項は、別に定める。 

（他の大学における授業科目の履修等） 

第９条の３ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学において履修した授業科目について修得した単位数を、３０単

位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学に留学する場合に準用する。 

３ 前２項に規定する授業科目の履修等に関し必要な事項は、別に定める。 

（単位認定） 

第１０条 単位修得の認定は、試験、論文又は報告書その他の方法によって行い、一つの授業科目を履修した者に対しては、所定

の単位を与える。 

２ 前項に関する細則は、別に定める。 

（履修科目の登録の上限） 

第１０条の２ 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、学

生が１年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めることができる。 

２ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。 

（学習評価） 

第１０条の３ 学習評価は、秀、優、良、可及び不可の評価をもってし、可以上を合格とし、不可は不合格とする。 

 

第６章  卒業及び学位 

（卒業） 

第１１条 第４条第１項に定める修業年限以上在学し、所定の授業科目を履修してその単位を修得した者には、当該学部の教授会

の意見を聴いて、学長が卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与する。 

２ 本学に３年以上在学した者（薬学部を除く。）が、卒業に必要な所定の単位を優秀な成績で修得したと認める場合には、第４

条および第８条の規定にかかわらず、当該学部の教授会の意見を聴いて、学長が早期卒業を認定し、卒業証書・学位記を授与す

ることができる。 

３ 前項の早期卒業に関する規定は、別に定める。 

（学位の授与） 

第１２条 本学を卒業した者には、学士の学位を授与する。 

２ 学士の学位の授与については、別に定める。 

 

   第７章 収容定員 

（収容定員） 

第１３条 学生の収容定員は、次の表のとおりとする。 

学  部 学 科 入学定員 編入学定員 収容定員 

文学部 日本文学科 ９０名 １名(第３年次)  ３６２名 

書道学科 ３０名 １名(第３年次)  １２２名 
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英語英米文学科 ７０名 ２名(第３年次)  ２８４名 

教育学部 児童教育学科 ６０名 １名(第３年次)  ２４２名 

 幼児教育学科 １３０名 ２名(第３年次)  ５２４名 

心理学部 現代心理学科 ９０名 １名(第３年次)  ３６２名 

ビジネス心理学科 ６０名 １名(第３年次)  ２４２名 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 ８０名 １名(第３年次)  ３２２名 

国際観光ビジネス学科 ８０名 １名(第３年次)  ３２２名 

公共経営学科 ６０名 １名(第３年次)   ２４２名 

家政学部 生活デザイン学科 １２０名 ２名(第３年次)  ４８４名 

管理栄養学科 １２０名 ―   ４８０名 

造形デザイン学科 ７５名 ―  ３００名 

薬学部 
薬学科 １００名 

２名(第３年次) 

２名(第４年次) 
 ６１４名 

看護学部 看護学科 １２０名 ― ４８０名 

理工学部 生物科学科 ６０名 ― ２４０名 

情報科学科 ６０名 ― ２４０名 

建築学科 ６０名 ― ２４０名 

    計 ― 1,４６５名 
１６名(第３年次) 

２名(第４年次) 
６,１０２名 

 

第８章 入学、休学、復学、退学、転学、転学部、転学科、再入学、編入学、留学及び除籍 

（入学時期） 

第１４条 入学時期は、学年の始めとする。 

（入学資格及び入学願） 

第１５条 本学に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する女子で、かつ、本学の入学者選抜試験に合格したも

のとする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに相当する学校教育を修了した者を

含む。） 

(3) 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５０条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認められる者 

２ 前項第３号の入学資格に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 本学に入学を志願する者は、所定の期日までに所定の手続をしなければならない。 

（入学手続）  

第１６条 本学が行う入学者選抜試験に合格した者は、別に定めるところにより、入学の手続をしなければならない。 

（入学許可） 

第１６条の２ 入学手続を完了した者に対して、学長は入学を許可する。 

２ 入学を許可された者は、誓約書等所定の書類を提出しなければならない。 

（休学） 

第１７条 学生は、疾病その他の理由により２ケ月以上学習することができない場合は、事由を具して学長に願い出て、その許可

を得て、当該学期又は学年の終りまで休学することができる。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添付しなければならない。 

２ 疾病その他の事由によって学習することが不適当と認められる場合は、学長は休学を命ずることがある。 

第１７条の２ 休学期間は、通算して２年を超えることはできない。 

２ 休学期間は、在学期間に算入しない。 

（復学） 
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第１７条の３ 学生は、休学期間満了の場合又は休学期間中であってもその事由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学するこ

とができる。ただし、疾病による事由により休学した者が復学しようとする場合は、医師の診断書を添付しなければならない。 

 （転学部及び転学科） 

第１７条の３の２ 学生が他の学部に転学部又は同一学部の他の学科に転学科の志願をしようとするときは、事由を具して学長に

願い出て、その許可を受けなければならない。 

２ 転学部及び転学科に関する規定は、別に定める。 

（退学及び転学） 

第１７条の４ 学生が退学又は他の大学に転学しようとするときは、その事由を具して学長に願い出て、その許可を受けなければ

ならない。 

（再入学） 

第１７条の５ 前条の規定により本学を退学した者又は第１７条の８第１項第２号若しくは第３号の規定により本学を除籍された

者が、同一学科に再入学を願い出たときは、学長は入学を許可することがある。 

２ 再入学の手続等に関し必要な事項は、別に定める。 

（編入学） 

第１７条の６ 本学に編入学を希望する者があるときは、選考により第３年次（薬学部にあっては、第３年次又は第４年次）への

編入学を許可することができる。 

２ 編入学に関する規定は、別に定める。 

（留学） 

第１７条の７ 外国の大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留学することができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第４条第１項に定める修業年限に含めることができる。 

３ 留学に関する規定は、別に定める。 

（除籍） 

第１７条の８ 学生が次の各号のいずれかに該当するときは、学長はこれを除籍することがある。 

(1) 第４条第２項に定める在学期間を経過しても、なお卒業の認定が得られない者 

  (2) 第１７条の２に定める休学期間を超えた者 

  (3) 授業料その他諸納付金の納入を怠り、督促を受けてもなお納入しない者 

２ 前項第３号に規定する授業料等の未納者に係る除籍手続に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第９章 賞罰 

（表彰） 

第１８条 学長は、必要と認めたときは、教授会の意見を聴いて学生を表彰する。 

（懲戒） 

第１９条 学長は、学生が本学の学則その他の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為があったときは、教授会の意見

を聴いてこれを懲戒する。 

２ 懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項に規定する退学は、次の各号のいずれかに該当する場合に行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で、成業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当の理由がなくて出席常でない者 

(4) 学内の秩序を著しく乱した者 

(5) 学生の本分に著しく反した者 

４ 前３項に規定する懲戒の処分の手続に関し必要な事項は、別に定める。 

第１９条の２ 削除 

第１９条の３ 削除 

 

第１０章 科目等履修生、委託生、研究生、外国人学生及び特別聴講学生 

（科目等履修生、委託生、研究生及び外国人学生） 
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第２０条 本学に科目等履修生、委託生、研究生及び外国人学生を入学させることがある。 

２ 前項に関する規定は、別にこれを定める。 

第２０条の２ 第１７条の８、第１９条及び第１９条の２の規定は、科目等履修生、委託生、研究生及び外国人学生に準用する。 

２ 削除 

（特別聴講学生） 

第２０条の３ 他の大学又は短期大学との協議に基づき、当該大学又は短期大学の学生に授業科目の履修を認めることができる。 

２ 前項の規定により、授業科目の履修を認められた学生は、特別聴講学生と称する。 

３ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

  第１１章 授業料等諸納付金 

（授業料等諸納付金） 

第２１条 本学における入学検定料、入学料及び授業料並びに施設設備費の額は、別表第２に定めるとおりとし、それぞれ所定の

期日までに納入しなければならない。 

２ 教育実習等に関する諸経費は、別に定めるところにより徴収する。 

３ 既に納めた納付金は、理由の如何にかかわらず、一切これを返還しない。 

４ 休学した者の授業料及び諸納付金は、免除する。ただし、別に定める在籍料を納入しなければならない。 

５ 退学を許可された者又は転学を許可された者は、その期の授業料及び諸納付金を納入しなければならない。 

６ 停学を命ぜられた者は、その期間中の授業料及び諸納付金を納入しなければならない。 

７ 薬学部薬学科の学生で、学力優秀なものに対して、授業料の全部又は一部を免除することができる。 

（納付金の納付方法） 

第２２条 授業料等諸納付金の納入に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第１２章  職員組織 

（職員） 

第２３条 本学に、次の職員を置く。 

 学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、教務職員、事務職員、技術職員、その他の職員 

２ 本学に、必要に応じ、次の職員を置くことができる。 

 副学長、学長補佐 

３ その他必要な事項は、別に定める。 

（事務組織）  

第２４条 本学の事務組織については、別に定めるところによる。 

 

第１３章 教授会 

（大学教授会） 

第２５条 本学に、大学教授会を置く。 

２ 大学教授会は、学長が次の各号に掲げる全学的な事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する基本的な事項 

(2) 学位の授与に関する基本的な事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、大学教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定め

るもの 

３ 大学教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する全学的な事項について審議し、及び学長の求

めに応じ、意見を述べることができる。 

４ 大学教授会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 教授、准教授、講師、助教 

５ 大学教授会には、学長が必要と認めたときは、その他の職員等を加えることができる。 

６ 大学教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

（学部教授会） 
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第２５条の２ 本学の各学部に、学部教授会を置く。 

２ 学部教授会は、学長が次の各号に掲げる当該学部に関する事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、学部教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定め

るもの 

３ 学部教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び当該学部長（以下この項において「学長等」という。）がつかさどる教育

研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

４ 学部教授会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学部長 

(2) 当該学部教授、准教授、講師、助教 

５ 学部教授会には、学部長が必要と認めたときは、その他の職員等を加えることができる。 

６ 学部教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

（代議員会等） 

第２６条 大学教授会は、その定めるところにより、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１４３条に規定され

た代議員会等（審議機関）を置くことができる。 

２ 大学教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、大学教授会の議決とすることができる。 

３ 代議員会等に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第１４章  公開講座 

（公開講座）  

第２７条 本学において、公開講座を設けることがある。 

２ 前項の公開講座に関する規定は、別に定める。 

 

   第１５章  付属施設 

（付属図書館） 

第２８条 本学に、付属図書館を置く。 

２ 前項の付属図書館に関する規定は、別に定める。 

（付属研究所） 

第２８条の２ 本学に、次の付属研究所を置く。 

  実践教育研究所 

発達・臨床心理研究所 

２ 前項の付属研究所に関する規定は、別に定める。 

第２８条の３ 削除 

（付属薬用植物園） 

第２８条の４ 本学に、付属薬用植物園を置く。 

２ 前項の付属薬用植物園に関する規定は、別に定める。 

（付属学習支援センター） 

第２８条の５ 本学に、付属学習支援センターを置く。 

２ 前項の付属学習支援センターに関する規定は、別に定める。 

（付属教職センター） 

第２８条の５の２ 本学に、付属教職センターを置く。 

２ 前項の付属教職センターに関する規定は、別に定める。 

（付属保健センター） 

第２８条の６ 本学に、付属保健センターを置く。 

２ 前項の付属保健センターに関する規定は、別に定める。 

（付属幼稚園） 

第２９条 本学に、付属幼稚園を置く。 
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２ 前項の付属幼稚園に関する規定は、別に定める。 

 

   第１６章  厚生施設 

（厚生施設） 

第３０条 本学に厚生施設を設け、学生及び職員の厚生を図る。 

２ 前項の厚生施設に関する規定は、別に定める。 

 

   第１７章  雑則 

（委任） 

第３１条 この学則の施行に関して必要な事項は、学長が別に定める。 

 

附 則 

この学則は、昭和４１年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和４２年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和４３年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和４６年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和４９年４月１日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和５０年４月１日から施行し、昭和５０年度入学者から適用する。ただし、第１３条の文学部児童教育学科

にいう総定員数は昭和５０年度を初年度とし、昭和５３年度（完成時）における総定員数を示す。また、第２１条第１項第４号の

施設設備費については、昭和４９年度以前の入学者についても適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５１年４月１日から施行し、第２１条については昭和５１年度入学者から適用する。ただし、第１３条の

文学部日本文学科及び英米文学科にいう総定員数は、昭和５１年から入学定員増を行い、昭和５４年度以後における総定員数を示

す。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５５年４月１日から施行し、第２１条については昭和５５年度入学者から適用する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和５６年４月１日から施行し、第２１条については昭和５６年度入学者から適用する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和５７年４月１日から施行し、第２１条については昭和５７年度入学者から適用する。 

    附 則 

 この改正学則は、昭和５８年４月１日から施行し、第２１条については昭和５８年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５８年４月１日から施行し、第３条別表２、英米文学科の教育課程については昭和５７年度入学者から適

用する。 

   附 則 

１ この改正学則は、昭和５９年４月１日から施行し、第２条、第８条第２項、第１３条及び第３条別表２については昭和５７年

度入学者から適用する。 

２ この改正学則施行の際、現に在学する昭和５６年度入学者については、なお従前の例による。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５９年４月１日から施行し、第２１条については昭和５９年度入学者から適用する。 

   附 則 
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 この改正学則は、昭和６０年４月１日から施行し、第３条別表１日本文学科の教育課程、同条別表２英語英米文学科の教育課程、

同条別表３児童教育学科の教育課程及び第１３条については、昭和６０年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６０年４月１日から施行し、第８条第５項及び第２１条については、昭和６０年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６１年４月１日から施行し、昭和６１年度入学者から適用する。ただし、第２１条第１項第４号の施設設

備費については、昭和６０年度以前の入学者についても適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６２年４月１日から施行し、昭和６２年度入学者から適用する。ただし、第２１条第１項第４号の施設設

備費については、昭和６１年度以前の入学者についても適用する。 

附 則 

 この改正学則は、昭和６３年４月１日から施行し、第２１条については、昭和６３年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６４年４月１日から施行し、昭和６４年度入学者から適用する。ただし、第２１条第１項第４号の施設設

備費については、昭和６３年度以前の入学者についても適用する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第２１条第４項の規定は施行日前の休学者から適用する。 

２ （別表２）教育課程・英語英米文学科の表中、一般教育科目・外国語科目・保健体育科目・専門教育科目Ⅰ及び専門教育科目

Ⅱに係る（別表２－２）教育課程・英語英米文学科の表は、平成元年度入学者から適用する。 

    附 則 

 この改正学則は、平成元年１０月２４日から施行する。 

    附 則 

 この改正学則は、平成元年１２月１日から施行し、平成２年度入学者から適用する。 

    附 則 

１ この改正学則は、平成２年４月１日から施行する。 

２ （別表１－２）、（別表２－３）及び（別表３－２）の表は、平成２年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２年１２月１日から施行し、平成３年度入学者から適用する。 

    附 則 

１ この改正学則は、平成３年４月１日から施行する。 

２ （別表２－４）及び（別表３－３）の表は平成３年度入学者から適用する。 

３ 第１３条の規定にかかわらず平成３年度から平成１１年度までの間の入学定員は、次のとおりとする。 

  区  分  入学定員 

 日本文学科  １７０名 

 英語英米文学科  １７０名 

 児童教育学科   ９０名 

   計    ４３０名 

   附 則 

１ この改正学則は、平成３年１１月１日から施行する。 

２ 改正後の第２１条第１項第３号については、平成４年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成４年２月６日から施行する。 

    附 則 

１ この改正学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ （別表１－３）、（別表２－５）及び（別表３－４）の表は、平成３年度入学者から適用する。 

   附 則 
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 この改正学則は、平成４年１０月２６日から施行し、平成５年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成６年４月１日から施行し、平成６年度入学者から適用する。ただし、第２１条第１項第４号の施設設備費

については、平成５年度以前の入学者にも適用する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２１条第１項第１号及び第３号については、平成７年度入学者から適用する。  

   附 則 

 この改正学則は、平成８年４月１日から施行し、平成８年度入学者から適用する。ただし、第２１条第１項第４号の施設設備費

については、平成７年度以前の入学者にも適用する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２１条第１項第３号については、平成９年度入学者から適用する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第２１条第１項第３号については、平成１０年度入学者から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

    附 則 

１ この改正学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、平成１２年度から平成１６年度までの間の入学定員は、次のとおりとする。  

  区  分  入学定員                                                                        

 日本文学科  １５０名 

 英語英米文学科  １３５名 

 児童教育学科   ９０名 

 人間科学科  １２０名 

   計    ４９５名 

附 則 

１ この改正学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、平成１３年度から平成１６年度までの間の英語英米文学科の入学定員は、次のとおりとする。 

  学   科  入学定員                     

英語英米文学科  １３５名 

附 則 

１ この改正学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、日本文学科の編入学定員については、平成１６年度編入学生から適用する。 

   附 則 

この改正学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、平成１６年度から平成１８年度までの間の文学部人間科学科の収容定員は、次のとおりとする。 

区     分 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

  文学部 人間科学科    ― 名  ３４０名    ― 名  ２２０名    ― 名  １００名 

３ 文学部人間科学科は、第２条の規定にかかわらず、平成１６年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなるまでの間、

－ 学則 － 11 －



 

 

存続するものとする。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１９年４月１日から施行する。ただし、第８条第１項の規定は、各学部履修規程に定める年度の入学生か

ら適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この改正学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この改正学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

 この改正学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２２年１０月１日から施行し、平成２３年度に転学部等をする者から適用する。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２５年度までの間の文学部日本文学科書道文化専攻、文学部書道学科、

文学部英語英米文学科及び家政学部生活デザイン学科の収容定員は、次のとおりとする。 

区     分 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学定

員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

文学部 日本文学科 

書道文化専攻 
― 名 １名 ９２名 ― 名 １名 ６２名 ― 名 ― 名 ３１名 

文学部 書道学科 ３０名 ― 名 ３０名 ３０名 ― 名 ６０名 ３０名 １名 ９１名 

文学部  

英語英米文学科 
１１０名 ２名 ４７４名 １１０名 ２名 ４６４名 １１０名 ２名 ４５４名 

家政学部 

生活デザイン学科 
１００名 ２名 ３６４名 １００名 ２名 ３８４名 １００名 ２名 ３９４名 

   附 則 

 この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、平成２４年度から平成２６年度までの間の文学部の児童教育学科及び心理学科、教育学部児童

教育学科、心理学部心理学科、現代ビジネス学部現代ビジネス学科及び家政学部生活デザイン学科の収容定員並びに平成２４年

度から平成２８年度までの間の薬学部薬学科の収容定員は、次の表のとおりとする。 

区     分 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学定

員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

文学部  

児童教育学科 
― 名 １０名 ３５０名 ― 名 １０名 ２４０名 ― 名 ― 名 １２０名 

文学部 心理学科 ― 名  ２名 ２７４名 ― 名  ２名 １８４名 ― 名 ― 名 ９２名 

－ 学則 － 12 －



 

 

教育学部  

児童教育学科 
１１０名 ― 名 １１０名 １１０名 ― 名 ２２０名 １１０名 １０名 ３４０名 

心理学部 心理学科 ９０名 ― 名 ９０名 ９０名 ― 名 １８０名 ９０名  ２名 ２７２名 

現代ビジネス学部 

現代ビジネス学科 
１２０名  ２名 ４５４名 １２０名  ２名 ４６４名 １２０名  ２名 ４７４名 

家政学部 

生活デザイン学科 
１０５名  ２名 ３８９名 １０５名  ２名 ４０４名 １０５名  ２名 ４１９名 

薬学部 薬学科 １２０名 ― 名 ７７０名 １２０名 ― 名 ７６０名 １２０名 ― 名 ７５０名 

 

区     分 

平成２７年度 平成２８年度 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学定

員 

収容 

定員 

薬学部 薬学科 １２０名 ― 名 ７４０名 １２０名 ― 名 ７３０名 

 

３ 文学部の児童教育学科及び心理学科は、この規程による改正後の第２条の規定にかかわらず，平成２４年３月３１日に当該学

科に在学する者が在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
   附 則 

 この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 第１３条の規定にかかわらず、家政学部管理栄養学科の平成２５年度から平成２７年度までの間の収容定員は、次の表のとお

りとする。 

区     分 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学定

員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

家政学部 

管理栄養学科 
120名 ― 360名 120名 ― 400名 120名 ― 440名 

附 則 

１ この改正学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第１３条の規定にかかわらず、看護

学部看護学科及び全学部に係る平成２６年度から平成２８年度までの間の収容定員については、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

３ 新学則別表第１の規定は、平成２６年度入学生から適用し、平成２５年度以前の入学生については、各学部が定めるところ

による。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第８条第２項及び第８条の２第

２項の規定は、平成２７年度入学生から適用し、平成２６年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

３ 現代ビジネス学部国際観光ビジネス学科及び全学部に係る平成２７年度から平成２９年度までの間の収容定員については、新

学則第１３条の規定にかかわらず、次の表のとおりとする。 

区     分 
平成26年度 平成27年度 平成28年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

看護学部看護学科 120名 240名 360名 

計 3,915名 4,080名 4,230名 

－ 学則 － 13 －



 

 

 

 

 

 

 

４ 新学則別表第１の規定は、平成２７年度入学生から適用し、平成２６年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２７年１１月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則の規定は、平成２８年度編入学から適用する。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第８条の２第２項の規定は、平成

２８年度入学生から適用し、平成２７年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

３ 教育学部児童教育学科、家政学部造形デザイン学科及び全学部に係る平成２８年度から平成３０年度までの間の収容定員につ

いては、新学則第１３条の規定にかかわらず、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

４ 

新

学則別表第１の規定は、平成２８年度入学生から適用し、平成２７年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第８条第２項の規定は、平成２７年度入学生から適用

し、平成２６年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

３ 新学則別表第１の規定は、平成２９年度入学生から適用し、平成２８年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

４ 現代ビジネス学部国際観光ビジネス学科の教育課程については、前項の規定にかかわらず、平成２７年度入学生から適用する。 

５ 薬学部薬学科の教育課程については、第３項の規定にかかわらず、平成２７年度入学生から適用し、平成２６年度以前の入学生に

ついては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この改正学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 心理学部心理学科は、この改正学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第２条第１項の規定にかかわ

らず，平成３０年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなるまでの間、存続するものとする。この場合において、同

学科に在学する学生に係る教育課程、履修方法その他修学に関する事項については、なお従前の例による。 

３ 平成３０年度から同３２年度までの間の心理学部の心理学科、現代心理学科及びビジネス心理学科に係る収容定員は、新学則

第１３条の規定にかかわらず、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 新学則第２１条及び別表第２の規定中「施設設備費」に係る部分については、平成３０年度入学生から適用し、平成２９年度

以前の入学生については、なお従前の例による。 

５ 新学則別表第１の規定は、平成３０年度入学生から適用し、平成２９年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

区   分 
平成27年度 平成28年度 平成29年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

現代ビジネス学部国際観光ビジネス学科 60名 120名 181名 

計 4,140名 4,350名 4,521名 

区    分 
平成28年度 平成29年度 平成30年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

教育学部児童教育学科 500名 540名 580名 

家政学部造形デザイン学科 80名 160名 240名 

計 4,470名 4,761名 4,942名 

区    分 
平成30年度 平成31年度 平成32年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

心理学部 心理学科 ２７４名 １８４名 ９２名 

現代心理学科 ６０名 １２０名 １８１名 

ビジネス心理学科 ６０名 １２０名 １８１名 

合      計 ４,９７２名 ５,１２２名 ５,１５２名 

－ 学則 － 14 －



 

 

１ この改正学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この改正学則による改正後の安田女子大学学則別表第１の規定は、平成３１年度入学生から適用し、平成３０年度以前

の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０１９年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第１３条の規定にかかわらず、２０１９年度から２０２

１年度までの間の現代ビジネス学部国際観光ビジネス学科、家政学部生活デザイン学科に係る収容定員については、次の表のと

おりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 新学則別表第１の規定は、２０１９年度入学生から適用し、平成３０年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２０年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第８条の２第２項の規定は、２０２０年度入学生から適

用し、２０１９年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

３ 新学則第１３条の規定にかかわらず、２０２０年度から２０２２年度までの間の現代ビジネス学部現代ビジネス学科及び、公

共経営学科並びに２０２０年度から２０２４年度までの間の薬学部薬学科に係る収容定員については、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新学則別表第１の規定は、２０２０年度入学生から適用し、２０１９年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２１年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第８条の２第２項の規定は、２０２１年度入学生から適用

し、２０２０年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

３ 新学則別表第１の規定は、２０２１年度入学生から適用し、２０２０年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２２年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則別表第１の規定は、２０２２年度入学生から適用し、２０２１年度以前の入学生につ

いては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２２年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第１３条の規定にかかわらず、２０２２年度の教育学部

児童教育学科、心理学部現代心理学科、家政学部生活デザイン学科及び造形デザイン学科、薬学部薬学科に係る収容定員並びに

２０２３年度から２０２４年度までの間の心理学部現代心理学科、家政学部生活デザイン学科及び造形デザイン学科、薬学部薬

区   分 
2019年度 2020年度 2021年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

現代ビジネス学部 国際観光ビジネス学科 ２７２名 ３０２名 ３３２名 

家政学部 生活デザイン学科 ４４９名 ４７４名 ４９９名 

計 ５，１７７名 ５，２６２名 ５，３４７名 

区   分 
2020年度 2021年度 2022年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 ４５４名 ４２４名 ３９３名 

公共経営学科 ６０名 １２０名 １８１名 

薬学部 薬学科 ７００名 ６８０名 ６６０名 

計 ５，２７２名 ５，３６７名 ５，４３２名 

区   分 
2023年度 2024年度 

収容定員 収容定員 

薬学部 薬学科 ６４０名 ６２０名 

計 ５，４４２名 ５，４２２名 

－ 学則 － 15 －



 

 

学科に係る収容定員については、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 新学則別表第１の規定は、２０２２年度入学生から適用し、２０２１年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２３年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則別表第１の規定は、２０２３年度入学生から適用し、２０２２年度以前の入学生につ

いては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２３年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則別表第１の規定は、２０２３年度入学生から適用し、２０２２年度以前の入学生につ

いては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２４年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則別表第１の規定は、２０２４年度入学生から適用し、２０２３年度以前の入学生につ

いては、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、２０２５年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の安田女子大学学則（以下「新学則」という。）第１３条の規定にかかわらず、２０２５年度から２０２

７年度までの間の文学部英語英米文学科、教育学部児童教育学科、幼児教育学科、現代ビジネス学部現代ビジネス学科、国際観

光ビジネス学科、家政学部生活デザイン学科、理工学部生物科学科、情報科学科及び建築学科に係る収容定員については、次の

表のとおりとする。 

区   分 
2022年度 

収容定員 

教育学部 児童教育学科 ６１３名 

心理学部 現代心理学科 ２７２名 

家政学部 生活デザイン学科 ５５４名 

 造形デザイン学科 ３１５名 

薬学部 薬学科 ６６４名 

計 ５，４８４名 

区   分 
2023年度 2024年度 

収容定員 収容定員 

心理学部 現代心理学科 ３０２名 ３３２名 

家政学部 生活デザイン学科 ５８４名 ６１４名 

 造形デザイン学科 ３１０名 ３０５名 

薬学部 薬学科 ６４８名 ６３２名 

計 ５，５４６名 ５，５８５名 

－ 学則 － 16 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 新学則別表第１の規定は、２０２５年度入学生から適用し、２０２４年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

 

区   分 
2025年度 2026年度 2027年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

文学部 英語英米文学科 ４０４名 ３６４名 ３２４名 

教育学部 児童教育学科 ５１６名 ４２６名 ３３４名 

幼児教育学科 １３０名 ２６０名 ３９２名 

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 ３５２名 ３４２名 ３３２名 

国際観光ビジネス学科 ３５２名 ３４２名 ３３２名 

家政学部 生活デザイン学科 ６０４名 ５６４名 ５２４名 

理工学部 生物科学科 ６０名 １２０名 １８０名 

情報科学科 ６０名 １２０名 １８０名 

建築学科 ６０名 １２０名 １８０名 

計 ５，７４２名 ５，８６２名 ５，９８２名 

－ 学則 － 17 －



別表第１(第３条関係)  

１　特別科目

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

まほろば教養ゼミⅠ ○ 1 1 環境の科学Ａ 2 2

まほろば教養ゼミⅡ ○ 1 1 環境の科学Ｂ 2 2

まほろば教養ゼミⅢ ○ 1 1 生活の科学Ａ 2 2

まほろば教養ゼミⅣ ○ 1 1 生活の科学Ｂ 2 2

情報の科学 2 2

２　共通教育科目 情報処理基礎Ⅰ 1 1

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 情報処理基礎Ⅱ 1 1

キャリアデザインⅠ 2 2 情報処理基礎Ⅲ 1 1

キャリアデザインⅡ 2 2 情報処理基礎Ⅳ 1 1

ボランティア活動 2 2 情報処理演習Ａ 1 1

インタ－ンシップ 2 2 情報処理演習Ｂ 1 1

職と食－パティシエ実習－ 1 1 情報処理演習Ｃ 1 1

人間論Ａ 2 2 情報処理演習Ｄ 1 1

人間論Ｂ 2 2 健康スポーツＡ 1 1

こころの科学Ａ 2 2 健康スポーツＢ 1 1

こころの科学Ｂ 2 2 健康スポーツＣ 1 1

からだの科学Ａ 2 2 野外活動 2 2

からだの科学Ｂ 2 2 英語リーディングⅠ 1 1

からだの科学Ｃ 2 2 英語リーディングⅡ 1 1

人間形成の科学Ａ 2 2 英語ライティングⅠ 1 1

人間形成の科学Ｂ 2 2 英語ライティングⅡ 1 1

ことばの世界Ａ 2 2 英語コミュニケーションⅠ 1 1

ことばの世界Ｂ 2 2 英語コミュニケーションⅡ 1 1

日本の文学Ａ 2 2 英語コミュニケーションⅢ 1 1

日本の文学Ｂ 2 2 英語コミュニケーションⅣ 1 1

世界の文学Ａ 2 2 中国語コミュニケーションⅠ 1 1

世界の文学Ｂ 2 2 中国語コミュニケーションⅡ 1 1

芸術Ａ 2 2 中国語コミュニケーションⅢ 1 1

芸術Ｂ 2 2 中国語コミュニケーションⅣ 1 1

現代社会と人間Ａ 2 2 北米文化語学演習 2 2

現代社会と人間Ｂ 2 2 中国文化語学演習 2 2

21世紀の社会と法Ａ(日本国憲法） 2 2 基礎国語演習 1 1

21世紀の社会と法Ｂ 2 2 基礎社会演習 1 1

21世紀の経済Ａ 2 2 基礎数学演習 1 1

21世紀の経済Ｂ 2 2 基礎理科演習 1 1

現代のビジネスＡ 2 2 基礎生物演習 1 1

現代のビジネスＢ 2 2 基礎化学演習 1 1

現代社会と政治Ａ 2 2 基礎物理演習 1 1

現代社会と政治Ｂ 2 2

異文化理解Ａ 2 2

異文化理解Ｂ 2 2

日本の歴史と文化Ａ 2 2

日本の歴史と文化Ｂ 2 2

世界の歴史と文化Ａ 2 2

世界の歴史と文化Ｂ 2 2

国際協力Ａ 2 2

国際協力Ｂ 2 2

数学の世界 2 2

自然科学の世界Ａ 2 2

自然科学の世界Ｂ 2 2

自然科学の世界Ｃ 2 2

生命の科学Ａ 2 2

生命の科学Ｂ 2 2

生命の科学Ｃ 2 2

健

康

ス

ポ
ー

ツ

科

目

外

国

語

科

目

基

礎

養

成

科

目

基

礎

科

目

キャリア
科　　目

人

間

理

解

情

報

処

理

科

目

注)  外国語6単位の履修については、「英語リーディングⅠ・Ⅱ」「英語ライティングⅠ・Ⅱ」
「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」のいずれかより6単位以上を履修すること。
　ただし、日本文学科および書道学科については、上記6単位に「中国語コミュニケーションⅠ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の単位を算入することができる。

　教育課程

特

別

科

目

区分 区分

注)  情報処理科目の履修については、「情報処理基礎Ⅰ」「情報処理基礎Ⅱ」「情報処理基礎
Ⅲ」「情報処理基礎Ⅳ」「情報処理演習Ａ」「情報処理演習Ｂ」「情報処理演習Ｃ」「情報処理
演習Ｄ」のいずれかより４単位以上を履修すること。

区分

科

学

技

術

理

解

教

養

科

目

教

養

科

目

社

会

理

解

国

際

理

解

科

学

技

術

理

解
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３　専門教育科目

文学部　日本文学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

日本語学概説Ⅰ ○ 2 2 漢字仮名交じりの書Ⅰ 2 2

日本語学概説Ⅱ ○ 2 2 書写 2 2

日本文学概論Ⅰ ○ 2 2 書論 2 2

日本文化論Ⅰ ○ 2 2 鑑賞 2 2

中国文学概論Ⅰ ○ 2 2 文学理論Ⅰ 2 2

日本文化文学基礎演習Ⅰ ○ 1 1 文学理論Ⅱ 2 2

日本文化文学基礎演習Ⅱ ○ 1 1 言語学概論Ⅰ 2 2

硬筆書写 ○ 2 2 言語学概論Ⅱ 2 2

日本語文章表現演習 ○ 1 1 文芸創作論 2 2

日本文学史Ⅰ ○ 2 2 現代小説論 2 2

日本文学演習Ⅰ ○ 1 1 中国文化論Ⅰ 2 2

日本文学演習Ⅱ ○ 1 1 中国文化論Ⅱ 2 2

日本文化史Ⅰ ○ 2 2 日本文化文学実地研究Ⅰ 2 2

日本文化演習Ⅰ ○ 1 1 日本文化文学実地研究Ⅱ 2 2

日本文化演習Ⅱ ○ 1 1

中国文学演習Ⅰ ○ 1 1

中国文学演習Ⅱ ○ 1 1

卒業研究Ⅰ ○ 1 1

卒業研究Ⅱ ○ 1 1

卒業研究Ⅲ ○ 1 1

卒業研究Ⅳ ○ 1 1

卒業論文 ○ 2 2

日本語音声学 2 2

日本語学講読Ⅰ 2 2

日本語学講読Ⅱ 2 2

日本語文法論 2 2

日本語史 2 2

日本語口頭表現演習 1 1

日本文学概論Ⅱ 2 2

日本文学史Ⅱ 2 2

日本文学読解研究Ⅰ 1 1

日本文学読解研究Ⅱ 1 1

日本文学講義Ⅰ 2 2

日本文学講義Ⅱ 2 2

日本文化論Ⅱ 2 2

日本文化史Ⅱ 2 2

古文書学Ⅰ 2 2

古文書学Ⅱ 2 2

日本言語文化 2 2

日本語と放送文化 2 2

日本語と映像文化 2 2

日本文化と出版 2 2

中国文学概論Ⅱ 2 2

中国文学講読Ⅰ 2 2

中国文学講読Ⅱ 2 2

書道概論 2 2

書道史Ⅰ 2 2

書道史Ⅱ 2 2

楷書Ⅰ 2 2

行・草書Ⅰ 2 2

仮名Ⅰ 2 2

区分

書

道

領

域

関

連

領

域

科

目

日

本

語

学

日

本

文

学

日

本

文

化

中

国

文

学

書

道

領

域

科

目

日

本

文

化

区分

基

本

科

目

・

卒

業

研

究

中

国

文

学

卒

業

研

究

日

本

語

学

日

本

文

学
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文学部　書道学科

授　業　科　目
主要

授業科目
単位数 必修 選択 授　業　科　目

主要
授業科目

単位数 必修 選択

基礎ゼミ ○ 1 1 日本語学概説Ⅰ 2 2

書道概論 ○ 2 2 日本語学概説Ⅱ 2 2

書道史Ⅰ ○ 2 2 日本語音声学 2 2

書道史Ⅱ ○ 2 2 日本語文章表現演習 1 1

カリグラフィックデザイン ○ 2 2 日本語口頭表現演習 1 1

硬筆書写 ○ 2 2 日本語学講読Ⅰ 2 2

楷書Ⅰ ○ 2 2 日本語学講読Ⅱ 2 2

楷書Ⅱ ○ 2 2 日本語史 2 2

行・草書Ⅰ ○ 2 2 日本文学概論Ⅰ 2 2

行・草書Ⅱ ○ 2 2 日本文学概論Ⅱ 2 2

仮名Ⅰ ○ 2 2 日本文学史Ⅰ 2 2

仮名Ⅱ ○ 2 2 日本文学演習Ⅰ 1 1

篆・隷書Ⅰ ○ 2 2 日本文学演習Ⅱ 1 1

漢字仮名交じりの書 ○ 2 2 中国文学概論Ⅰ 2 2

書道特殊実習Ⅰ ○ 1 1 中国文学概論Ⅱ 2 2

書道特殊実習Ⅱ ○ 1 1 中国文学演習Ⅰ 1 1

書道特殊実習Ⅲ ○ 1 1 中国文学演習Ⅱ 1 1

書道特殊実習Ⅳ ○ 1 1 中国文学講読Ⅰ 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 中国文学講読Ⅱ 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 日本文化論Ⅰ 2 2

卒業論文 ○ 2 2 日本文化論Ⅱ 2 2

古文書学Ⅰ 2 2 日本文化史Ⅰ 2 2

古筆と墨跡 2 2 日本文化史Ⅱ 2 2

書と現代社会 2 2 中国文化論Ⅰ 2 2

書論 2 2 中国文化論Ⅱ 2 2

石碑と法帖 2 2

鑑賞 2 2

執筆理論 2 2

表具と修復 1 1

書道実地研究 1 1

色彩学 2 2

絵画・デッサン 1 1

行・草書Ⅲ 2 2

篆・隷書Ⅱ 2 2

篆刻・刻字 2 2

古典研究 2 2

創作研究 2 2

カリグラフィックプレゼンテーション 2 2

タイポグラフィ 2 2

デジタルデザイン 2 2

書写 2 2

水墨画 2 2

作品研究Ⅰ 2 2

作品研究Ⅱ 2 2

書道特殊実習Ⅴ 1 1

書道特殊実習Ⅵ 1 1

書

学

領

域

表

現

領

域

区分 区分

基

本

科

目

・

卒

業

研

究

書

学

基

礎
関

連

科

目

表

現

基

礎

卒

業

研

究

展

開

科

目
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文学部　英語英米文学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

基礎演習 ○ 1 1 実用英文法Ⅲ 2 2

リーディング・スキルズⅠ ○ 1 1 言語学概論Ⅰ 2 2

リーディング・スキルズⅡ ○ 1 1 言語学概論Ⅱ 2 2

実用英文法Ⅰ ○ 2 2 シナリオ英語Ⅰ 2 2

実用英文法Ⅱ ○ 2 2 シナリオ英語Ⅱ 2 2

英語発音演習Ⅰ ○ 1 1 英語学文献講読 2 2

英語発音演習Ⅱ ○ 1 1 英語史 2 2

イングリッシュ･コミュニケーションⅠ ○ 1 1 英語教育ワークショップ 2 2

イングリッシュ･コミュニケーションⅡ ○ 1 1 社会言語学 2 2

ライティング・スキルズⅠ ○ 1 1 心理言語学 2 2

ライティング・スキルズⅡ ○ 1 1 英米演劇ワークショップ 2 2

アメリカの社会と文化 ○ 2 2 英語文学入門 2 2

イングリッシュ･コミュニケーションⅢ ○ 1 1 英米児童文学講読 2 2

アドバンスト・コミュニケーションⅠ ○ 2 2 英米小説講読Ⅰ 2 2

アドバンスト・コミュニケーションⅡ ○ 2 2 英米小説講読Ⅱ 2 2

米文学史 ○ 2 2 英米詩講読 2 2

英語学概論Ⅰ ○ 2 2 異文化理解 2 2

英語学概論Ⅱ ○ 2 2 異文化コミュニケーションⅠ 2 2

英文学史 ○ 2 2 異文化コミュニケーションⅡ 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 アジアの社会と文化 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 イギリスの社会と文化 2 2

卒業研究Ⅲ ○ 1 1 英語と社会 2 2

卒業論文 ○ 2 2 日英米文学比較論 2 2

実用英語Ⅰ 2 2

実用英語Ⅱ 2 2

コミュニケーション学入門 2 2

リスニング・スキルズ 1 1

エッセイ・ライティング 2 2

インテンシブ・リーディング 1 1

実用英語Ⅲ 2 2

英語とキャリア 2 2

上級実用英語Ⅰ 2 2

上級実用英語Ⅱ 2 2

上級実用英語Ⅲ 2 2

上級実用英語Ⅳ 2 2

時事英語 2 2

翻訳ワークショップⅠ 2 2

翻訳ワークショップⅡ 2 2

通訳ワークショップⅠ 2 2

通訳ワークショップⅡ 2 2

通訳翻訳概論 2 2

通訳実習指導 1 1

通訳実習 1 1

英語とグローバル・ツーリズム 2 2

英

語

応

用

技

能

区分 区分

基

本

科

目

・

卒

業

研

究

英

米

文

学

領

域

科

目

英

語

基

礎

技

能

英

語

学

・

言

語

学

領

域

科

目

異

文

化

理

解
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教育学部　児童教育学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

教職論　※1 ○ 2 2 図画工作科教育法演習 1 1

教育原論　※1 ○ 2 2 家庭科教育法 2 2

教育課程論　※1 ○ 2 2 体育科教育法 2 2

教育方法論　※1 ○ 2 2 体育科教育法演習 1 1

教育制度論　※1 ○ 2 2 英語科教育法 2 2

特別支援教育論　※1 ○ 1 1 英語科教育法演習 1 1

幼児教育学 ○ 2 2 保育者論 2 2

発達心理学Ⅰ ○ 2 2 幼児教育課程論 2 2

教育・学校心理学 ○ 2 2 子ども家庭福祉論 2 2

教育相談の理論と方法 ○ 2 2 社会福祉学 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 幼児理解の理論と方法 1 1

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 子育て支援 1 1

卒業研究Ⅲ ○ 1 1 社会的養護Ⅰ 2 2

卒業論文 ○ 2 2 子どもの保健 2 2

学校教育学 2 2 子どもの健康と安全 1 1

道徳教育論　※2 2 2 子どもの食と栄養Ⅰ 1 1

生徒指導・進路指導論　※3 2 2 子どもの食と栄養Ⅱ 1 1

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法　※1 2 2 子ども家庭支援論 2 2

情報通信技術の活用　※3 1 1 保育内容総論Ⅰ 2 2

発達心理学Ⅱ 2 2 保育内容総論Ⅱ 1 1

教育心理学演習 1 1 保育内容　健康Ⅰ 1 1

初等国語Ⅰ 2 2 保育内容　健康Ⅱ 1 1

初等国語Ⅱ 1 1 保育内容　人間関係Ⅰ 1 1

基礎書道 1 1 保育内容　人間関係Ⅱ 1 1

初等社会Ⅰ 2 2 保育内容　環境Ⅰ 1 1

初等社会Ⅱ 1 1 保育内容　環境Ⅱ 1 1

初等数学Ⅰ 2 2 保育内容　言葉Ⅰ 1 1

初等数学Ⅱ 1 1 保育内容　言葉Ⅱ 1 1

初等理科Ⅰ 2 2 保育内容　表現Ⅰ 1 1

初等理科Ⅱ 1 1 保育内容　表現Ⅱ 1 1

ピアノ演奏法Ⅰ 1 1 子どもと健康 1 1

ピアノ演奏法Ⅱ 1 1 子どもと人間関係 1 1

生活環境論 2 2 子どもと環境 1 1

音楽Ⅰ 1 1 子ともと言葉 1 1

音楽Ⅱ 1 1 子どもと表現 1 1

図画工作Ⅰ 1 1 乳児保育Ⅰ 2 2

図画工作Ⅱ 1 1 乳児保育Ⅱ 1 1

初等家政 1 1 障害児保育 2 2

初等体育Ⅰ 1 1 社会的養護Ⅱ 1 1

初等体育Ⅱ 1 1 教職キャリアデザイン 1 1

初等英語Ⅰ 2 2 保育・教職実践演習（幼・小） 2 2

初等英語Ⅱ 1 1 教育実習Ⅰ 2 2

野外活動演習 2 2 教育実習Ⅱ 2 2

国語科教育法 2 2 教育実習Ⅲ 2 2

国語科教育法演習 1 1 保育実習Ⅰ 4 4

社会科教育法 2 2 保育実習Ⅱ 2 2

社会科教育法演習 1 1 保育実習Ⅲ 2 2

算数科教育法 2 2 介護体験指導 1 1

算数科教育法演習 1 1 保育実習指導Ⅰ 2 2

理科教育法 2 2 保育実習指導Ⅱ 1 1

理科教育法演習 1 1 保育実習指導Ⅲ 1 1

生活科教育法 2 2 教育実習指導 1 1

音楽科教育法 2 2 学校等支援活動 1 1

音楽科教育法演習 1 1 海外教育語学研修事前演習 1 1

図画工作科教育法 2 2 海外教育語学研修 2 2

※1　中学校教諭・高等学校教諭・養護教諭・栄養教諭との共通開設科目である。

※2　中学校教諭・養護教諭・栄養教諭との共通開設科目である。

※3　中学校教諭・高等学校教諭との共通開設科目である。
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教育学部　幼児教育学科

授　業　科　目
主要

授業科目
単位数 必修 選択 授　業　科　目

主要
授業科目

単位数 必修 選択

教職論　※1 ○ 2 2 赤ちゃん科学 ○ 2 2

教育原論　※1 ○ 2 2 赤ちゃん科学演習 1 1

幼児教育学 ※2 ○ 2 2 乳児保育参観 1 1

保育者論 ※2 ○ 2 2 幼児教育インターンシップⅠ ○ 1 1

幼児教育課程論 ※2 ○ 2 2 幼児教育インターンシップⅡ 1 1

教育課程論　※1 ○ 2 2 幼児教育実践演習Ⅰ ○ 1 1

保育内容総論Ⅰ ○ 2 2 幼児教育実践演習Ⅱ 1 1

教育方法論　※1 ○ 2 2 子どもと科学 2 2

教育制度論　※1 ○ 2 2 子どもと科学演習 1 1

特別支援教育論　※1 ○ 1 1 保育職キャリアデザイン 1 1

発達心理学Ⅰ ○ 2 2 保育におけるケアと倫理 ○ 2 2

発達心理学Ⅱ 2 2 リスクマネジメント 1 1

教育心理学 ○ 2 2 子育て支援演習Ⅰ ○ 1 1

教育心理学演習 1 1 子育て支援演習Ⅱ 1 1

教育相談の理論と方法 ※3 ○ 2 2 管理職・リーダー育成論 1 1

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 保育とICT 1 1

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 特別ニーズ教育論 ○ 2 2

卒業研究Ⅲ ○ 1 1 保幼小連携 1 1

卒業論文 ○ 2 2 保育カンファレンス 1 1

運動遊びの基礎 1 1 海外教育語学研修事前演習 1 1

音楽表現の基礎 1 1 海外教育語学研修 2 2

造形表現の基礎 1 1 保育・教職実践演習（幼） 2 2

身体表現の基礎 1 1 教育実習（幼稚園Ⅰ） 2 2

演奏表現と子どもの音楽Ⅰ 1 1 教育実習（幼稚園Ⅱ） 2 2

演奏表現と子どもの音楽Ⅱ 1 1 教育実習指導Ⅰ 1 1

子ども家庭福祉論 2 2 教育実習指導Ⅱ 1 1

社会福祉学 2 2 保育実習Ⅰ 4 4

幼児理解の理論と方法 ○ 1 1 保育実習Ⅱ 2 2

子育て支援 1 1 保育実習Ⅲ 2 2

社会的養護Ⅰ 2 2 保育実習指導Ⅰ 2 2

子どもの保健 2 2 保育実習指導Ⅱ 1 1

子どもの健康と安全 1 1 保育実習指導Ⅲ 1 1

子どもの食と栄養Ⅰ 1 1 学校等支援活動 1 1

子どもの食と栄養Ⅱ 1 1

子ども家庭支援論 2 2

保育内容総論Ⅱ 1 1

保育内容　健康Ⅰ ○ 1 1

保育内容　健康Ⅱ ○ 1 1

保育内容　人間関係Ⅰ ○ 1 1

保育内容　人間関係Ⅱ ○ 1 1

保育内容　環境Ⅰ ○ 1 1

保育内容　環境Ⅱ ○ 1 1

保育内容　言葉Ⅰ ○ 1 1

保育内容　言葉Ⅱ ○ 1 1

保育内容　表現Ⅰ ○ 1 1

保育内容　表現Ⅱ ○ 1 1

子どもと健康 ○ 1 1

子どもと人間関係 ○ 1 1

子どもと環境 ○ 1 1

子どもと言葉 ○ 1 1

子どもと表現 ○ 1 1

乳児保育Ⅰ 2 2

乳児保育Ⅱ 1 1

障害児保育 2 2

社会的養護Ⅱ 1 1

野外活動演習 2 2

※1　小学校教諭・幼稚園教諭（児童教育学科）・中学校教諭・高等学校教諭・養護教諭・栄養教諭との共通開設科目である。

※2　幼稚園教諭（児童教育学科）との共通開設科目である。

※3　小学校教諭・幼稚園教諭（児童教育学科）との共通開設科目である。
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心理学部　現代心理学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

心理学概論Ⅰ ○ 2 2 公認心理師の職責 2 2

心理学概論Ⅱ ○ 2 2 臨床心理学概論Ⅱ 2 2

心理学研究法 ○ 2 2 パーソナリティ心理学 2 2

心理学基礎演習Ⅰ（心理学実験） ○ 2 2 感情・人格心理学 2 2

心理学基礎演習Ⅱ ○ 2 2 心理学的支援法 2 2

心理学基礎演習Ⅲ ○ 2 2 心理療法 2 2

発達心理学 ○ 2 2 認知行動療法論 2 2

教育・学校心理学 ○ 2 2 心理的アセスメント 2 2

社会心理学 ○ 2 2 家族心理学 2 2

健康科学 ○ 2 2 障害者・障害児心理学 2 2

人間学 ○ 2 2 心理演習 2 2

臨床心理学概論Ⅰ ○ 2 2 心理実習 2 2

心理学課題演習Ⅰ ○ 2 2 関係行政論 2 2

心理学課題演習Ⅱ ○ 2 2 衛生学 2 2

心理学統計法Ⅰ ○ 2 2 公衆衛生学 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 養護概説 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 養護実践論 2 2

卒業研究Ⅲ ○ 1 1 学校保健 2 2

卒業研究Ⅳ ○ 1 1 健康相談活動の理論と方法 2 2

卒業論文 ○ 2 2 栄養学・食品学 2 2

乳幼児・児童心理学 2 2 微生物・免疫学 2 2

青年・成人心理学 2 2 基礎看護学概論 2 2

高齢者心理学 2 2 学校応急処置 2 2

発達障害の理解と支援 2 2 看護救急処置 2 2

学習・言語心理学 2 2 学校応急処置演習 1 1

知覚・認知心理学Ⅰ 2 2 看護学臨床実習指導 1 1

知覚・認知心理学Ⅱ 2 2 看護学臨床実習 2 2

教育相談の理論と方法 2 2

司法・犯罪心理学 2 2

発達臨床演習 2 2

社会・集団・家族心理学 2 2

対人関係論 2 2

対人関係演習 2 2

産業・組織心理学 2 2

行動経済学 2 2

消費行動の心理学 2 2

コミュニケーション心理学 2 2

環境心理学 2 2

色彩・デザインの心理 2 2

文化心理学 2 2

調査概論 2 2

心理学統計法Ⅱ 2 2

解剖学・生理学 2 2

人体の構造と機能及び疾病 2 2

子どもの保健 2 2

神経・生理心理学 2 2

健康・医療心理学 2 2

精神疾患とその治療 2 2

ストレスマネジメント演習 2 2

精神保健 2 2

福祉心理学 2 2

倫理学 2 2
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心理学部　ビジネス心理学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

ビジネス心理学総論 ○ 2 2 環境社会学 2 2

心理学概論Ⅰ ○ 2 2 グローバリゼーション論 2 2

心理学概論Ⅱ ○ 2 2 地域社会学 2 2

社会学概論Ⅰ ○ 2 2 経済社会学 2 2

社会学概論Ⅱ ○ 2 2 産業社会学 2 2

経済学 ○ 2 2 経営社会学 2 2

発達心理学Ⅰ ○ 2 2 比較行動学 2 2

認知心理学Ⅰ ○ 2 2 医療・福祉社会学 2 2

社会心理学Ⅰ ○ 2 2 法と社会 2 2

人間学Ⅰ ○ 2 2 政治と社会 2 2

臨床心理学Ⅰ ○ 2 2 家族と社会 2 2

経済心理学 2 2 職業と社会 2 2

進化心理学 2 2 集団心理学　 2 2

人間行動学 2 2 組織行動論 2 2

心理学演習 ○ 2 2 産業・組織心理学 2 2

心理調査法 ○ 2 2 経営心理学 2 2

発達心理学Ⅱ 2 2 消費者行動学 2 2

認知心理学Ⅱ 2 2 マスメディア心理学 2 2

社会心理学Ⅱ ○ 2 2 行動分析学　 2 2

ゲーム理論 2 2 対人関係論 2 2

学習心理学 2 2 ストレスマネジメント論　 2 2

臨床心理学Ⅱ 2 2 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

臨床心理学演習 2 2 卒業研究Ⅱ ○ 1 1

生理心理学 2 2 卒業研究Ⅲ ○ 1 1

感情心理学 2 2 卒業研究Ⅳ ○ 1 1

健康心理学 2 2 卒業論文 ○ 2 2

家族心理学 2 2 調査概論 2 2

人間学Ⅱ 2 2 ビジネス心理学演習Ⅰ 2 2

カウンセリング心理学　 2 2 ビジネス心理学演習Ⅱ 2 2

パーソナリティ心理学 2 2 ビジネス心理ワークショップ 2 2

社会心理学演習Ⅰ ○ 2 2

社会心理学演習Ⅱ 2 2

コミュニケーション心理学 2 2

心理と統計Ⅰ 2 2

心理と統計Ⅱ 2 2

統計学 2 2

文化心理学 2 2

色彩・デザインの心理 2 2
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現代ビジネス学部　現代ビジネス学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

現代ビジネス概論 ○ 2 2 ビジネスマネジメント論 ○ 2 2

ビジネススキル演習 ○ 1 1 ビジネスマネジメント演習 2 2

ビジネススキル実践演習 ○ 1 1 企業論 2 2

プレゼンテーション演習 ○ 1 1 中小企業論 2 2

ビジネス基礎ゼミⅠ ○ 1 1 マーケティング論Ⅰ ○ 2 2

ビジネス基礎ゼミⅡ ○ 1 1 マーケティング論Ⅱ 2 2

経済学 ○ 2 2 経営戦略論 ○ 2 2

ミクロ経済学 ○ 2 2 雇用関係論 2 2

マクロ経済学 ○ 2 2 ヒューマンサービスマネジメント 2 2

金融論 2 2 ベンチャービジネス論 2 2

行動経済学 2 2 会社法 2 2

地域経済学 2 2 サービスマーケティング論 2 2

産業組織論 2 2 経営管理論 2 2

国際経済論 2 2 原価計算Ⅰ ○ 2 2

国際貿易論 2 2 原価計算Ⅱ 2 2

経営学 ○ 2 2 ファイナンス 2 2

経営哲学 ○ 2 2 コーポレートファイナンス 2 2

サービスビジネス論 2 2 管理会計論 2 2

サービスコミュニケーション論 2 2 財務会計論 2 2

社会学 2 2 財務諸表論 ○ 2 2

民法 2 2 財務分析 2 2

労働法 2 2 証券論 2 2

国際ビジネス法 2 2 保険論 2 2

キャリア形成論 ○ 2 2 金融商品取引法 2 2

リーダーシップ論 2 2 税法Ⅰ 2 2

人間行動学 2 2 税法Ⅱ 2 2

モチベーション論 2 2 データベース概論 ○ 2 2

ボランティア論 2 2 プログラミング 2 2

集団心理学 2 2 Webプログラミング 2 2

人間関係論 2 2 AI概論 ○ 2 2

人的資源論 2 2 ビッグデータ 2 2

簿記・会計学Ⅰ ○ 2 2 ビジネス情報処理演習 2 2

簿記・会計学Ⅱ ○ 2 2 情報マネジメント演習 2 2

ＩＣＴビジネス論 ○ 2 2 情報倫理 2 2

情報システム論 ○ 2 2 海外研修事前演習 1 1

情報社会論 ○ 2 2 海外語学ビジネス研修 2 2

データサイエンスⅠ ○ 2 2 インターンシップⅠ ○ 2 2

データサイエンスⅡ ○ 2 2 インターンシップⅡ ○ 2 2

データサイエンス演習Ⅰ 2 2 総合ビジネス演習Ⅰ 1 1

データサイエンス演習Ⅱ 2 2 総合ビジネス演習Ⅱ 1 1

実用英語Ⅰ 1 1 総合ビジネス演習Ⅲ 1 1

実用英語Ⅱ 1 1 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

卒業研究Ⅱ ○ 1 1

卒業研究Ⅲ ○ 1 1

卒業研究Ⅳ ○ 1 1

卒業論文 ○ 2 2
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現代ビジネス学部　国際観光ビジネス学科

授 業 科 目
主要

授業科目
単位数 必修 選択 授 業 科 目

主要
授業科目

単位数 必修 選択

現代ビジネス概論 ○ 2 2 観光政策論 2 2

キャリア形成論 ○ 2 2 比較文化論Ⅱ 2 2

観光学概論 ○ 2 2 世界遺産論 2 2

国際観光論 ○ 2 2 ホスピタリティマネジメント ○ 2 2

経済学 ○ 2 2 産業組織論 ○ 2 2

経営学 ○ 2 2 地域経済学 2 2

ICTビジネス論 2 2 景観形成論 2 2

簿記・会計学Ⅰ 2 2 都市政策ワークショップ 2 2

簿記・会計学Ⅱ 2 2 サービスマーケティング論 2 2

リーダーシップ論 ○ 2 2 ホテルビジネス論 2 2

モチベーション論 ○ 2 2 航空ビジネス論Ⅰ 2 2

人間行動学 ○ 2 2 国際ビジネス法 ○ 2 2

実用英語Ⅰ 1 1 国際貿易論 2 2

実用英語Ⅱ 1 1 地理情報システム 2 2

ビジネス英語基礎 1 1 観光データサイエンス 2 2

統計学 ○ 2 2 観光情報マネジメント ○ 2 2

ビジネススキル演習 ○ 1 1 観光マーケティング 2 2

観光経済学 ○ 2 2 実用ビジネス英語Ⅲ ○ 1 1

観光経営学 ○ 2 2 実用ビジネス英語Ⅳ 1 1

比較文化論Ⅰ ○ 2 2 英語通訳演習Ⅰ 2 2

国内観光論 ○ 2 2 英語通訳演習Ⅱ 2 2

サービスマネジメント 2 2 航空ビジネス論Ⅱ 2 2

アメリカの文化Ⅰ 1 1 ファイナンス 2 2

アメリカの文化Ⅱ 1 1 文化政策論 2 2

国際ビジネスⅠ 2 2 ツアービジネス論 2 2

国際ビジネスⅡ 2 2 ボランティア論 2 2

観光と文化Ⅰ 2 2 公共政策ワークショップ 2 2

観光と文化Ⅱ 2 2 ヒューマンサービスマネジメント 2 2

情報社会論 ○ 2 2 エンターテイメントビジネス 2 2

サービスビジネス論 2 2 観光サービスマネジメント 2 2

観光地理学 2 2 まちづくり論 2 2

プレゼンテーション演習 1 1 イベント・コンベンション事業論 2 2

日本文化演習 2 2 ユニバーサルツーリズム 2 2

実用ビジネス英語Ⅰ ○ 1 1 観光リスクマネジメント 2 2

実用ビジネス英語Ⅱ ○ 1 1 海外研修事前演習 1 1

時事英語 ○ 2 2 海外インターンシップⅠ 2 2

ビジネスディベート 2 2 海外インターンシップⅡ 1 1

ビジネスライティング 2 2 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

金融論 2 2 卒業研究Ⅱ ○ 1 1

卒業研究Ⅲ ○ 1 1

卒業研究Ⅳ ○ 1 1

卒業論文 ○ 2 2
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基

礎

科

目

専

門

基

幹

科

目

専

門

演

習

・

卒

業

研

究
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現代ビジネス学部　公共経営学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

公共経営学概論 ○ 2 2 社会学 ○ 2 2

公共経営学概論演習 ○ 2 2 公共哲学 ○ 2 2

アカデミック・リテラシー ○ 2 2 ボランティア論 2 2

公共経営基礎演習Ⅰ ○ 1 1 公共福祉論 2 2

公共経営基礎演習Ⅱ ○ 1 1 社会福祉政策論 2 2

公共経営基礎演習Ⅲ ○ 1 1 集団心理学 2 2

ビジネススキル演習 1 1 感情・人格心理学 2 2

ビジネススキル実践演習 1 1 人間行動学 2 2

サービスコミュニケーション論 2 2 人間関係論 2 2

キャリア形成論 ○ 2 2 データサイエンス入門 ○ 2 2

リーダーシップ論 2 2 データサイエンスⅠ ○ 2 2

プレゼンテーション演習 1 1 データサイエンスⅡ ○ 2 2

経営学 ○ 2 2 データサイエンス演習Ⅰ 2 2

経営管理論 2 2 データサイエンス演習Ⅱ 2 2

行政経営論 2 2 ビジネス情報処理演習 2 2

産業組織論 2 2 情報マネジメント演習 2 2

マーケティング論Ⅰ 2 2 公共政策演習Ⅰ 1 1

マーケティング論Ⅱ 2 2 公共政策演習Ⅱ 1 1

経済学 ○ 2 2 公共政策演習Ⅲ 1 1

ミクロ経済学 ○ 2 2 総合ビジネス演習Ⅰ 1 1

ミクロ経済学展開 2 2 総合ビジネス演習Ⅱ 1 1

マクロ経済学 ○ 2 2 総合ビジネス演習Ⅲ 1 1

マクロ経済学展開 2 2 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

公共経済学 ○ 2 2 卒業研究Ⅱ ○ 1 1

地域経済学 2 2 卒業研究Ⅲ ○ 1 1

地域デザイン 2 2 卒業研究Ⅳ ○ 1 1

簿記・会計学Ⅰ 2 2 卒業論文 ○ 2 2

簿記・会計学Ⅱ 2 2

金融論 2 2

人的資源論 2 2

政治学 ○ 2 2

政治学展開 2 2

日本政治史 2 2

行政学 ○ 2 2

財政学 ○ 2 2

国際政治学 2 2

公共政策論 ○ 2 2

公共政策展開 2 2

広島ブランディングワークショップ 2 2

法学入門 ○ 2 2

民法 ○ 2 2

民法展開 2 2

民法演習 1 1

憲法 ○ 2 2

憲法展開 2 2

憲法演習 1 1

労働法 2 2

行政法 ○ 2 2

行政法展開 2 2

刑法 2 2

地方自治法 ○ 2 2

専

門

基

幹

科

目

心

理

区分 区分

専

門

基

礎

科

目

政

治

・

行

政

社

会

Ｉ

Ｃ

Ｔ

専

門

関

連

科

目

専

門

演
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・

卒

業

研

究

法

律

経

済

・

経

営
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家政学部　生活デザイン学科

授　業　科　目
主要

授業科目
単位数 必修 選択 授　業　科　目

主要
授業科目

単位数 必修 選択

生活デザイン論 ○ 2 2 設計製図Ⅰ 2 2

衣生活論 ○ 2 2 設計製図Ⅱ 2 2

食生活論 ○ 2 2 設計製図Ⅲ 2 2

住生活論 ○ 2 2 設計製図Ⅳ 2 2

健康科学概論 ○ 2 2 設計製図Ⅴ 2 2

環境科学概論 ○ 2 2 設計製図Ⅵ 2 2

家族関係論 ○ 2 2 住宅施工・積算 2 2

デザイン基礎 ○ 2 2 建築法規 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 建築計画学 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 建築デザイン論 2 2

卒業研究Ⅲ  ○ 1 1 景観デザイン論 2 2

卒業研究Ⅳ ○ 1 1 都市論 2 2

卒業論文 ○ 2 2 建築プレゼンテーション 2 2

造形材料学 2 2 建築フィールドワーク 2 2

造形材料学実験 1 1 日本建築史 2 2

アパレル管理学 2 2 西洋建築史 2 2

染色加工学実験 1 1 人間工学 2 2

服飾構成学 2 2 建築ＣＡＤⅠ 2 2

アパレルＣＡＤ・ＣＧⅠ 2 2 建築ＣＡＤⅡ 2 2

アパレルＣＡＤ・ＣＧⅡ 2 2 エクステリアデザイン 2 2

服飾構成実習Ⅰ 1 1 運動生理学 2 2

服飾構成実習Ⅱ 1 1 生涯スポーツ論 2 2

衣環境学 2 2 保育学 2 2

服飾デザイン論 2 2 ボランティア活動 2 2

ファッションビジネス論 2 2 環境デザイン論 2 2

ファッション造形演習 2 2 環境臨地実習 1 1

色彩学 2 2 ガ－デニングⅠ 1 1

食品学 2 2 ガ－デニングⅡ 1 1

食品学実験 1 1 生活経営学 2 2

栄養学 2 2 造形表現 1 1

調理学 2 2 生活工学 2 2

調理学実習Ⅰ 1 1 文化人類学 2 2

調理学実習Ⅱ 1 1 比較文化論 2 2

コンフェクショナリー実習 1 1 絵画・デッサンⅠ 1 1

食品衛生学 2 2 絵画・デッサンⅡ 1 1

食品加工学 2 2

食品加工学演習 2 2

食品評価・鑑別論 2 2

食品評価・鑑別論演習 2 2

食品流通・消費論 2 2

フードコーディネート論 2 2

フードスペシャリスト論 2 2

住環境学 2 2

インテリアデザイン論 2 2

住空間造形演習 2 2

住宅構造学 2 2

建築概論 2 2

建築一般構造学 2 2

住居材料学 2 2

住居材料学実験 1 1

構造力学Ⅰ 2 2

構造力学Ⅱ 2 2

住空間計画学 2 2

住宅設備 2 2

区分 区分

住

健

康

・

環

境

関

連

科

目

基

本

科

目

・

卒

業

研

究

衣

展

開

科

目

食

住

展

開

科

目
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家政学部　管理栄養学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

管理栄養論 ○ 2 2 公衆栄養学 ○ 2 2

基礎化学 ○ 2 2 公衆栄養活動 2 2

基礎生物学 ○ 2 2 公衆栄養学実習 1 1

健康科学概論 2 2 給食管理学 2 2

食環境論 ○ 2 2 給食経営学 2 2

公衆衛生学（環境を含む） 2 2 給食経営管理実習 1 1

保健福祉論 2 2 栄養管理総合演習 2 2

解剖生理学Ⅰ ○ 2 2 臨床栄養学臨地実習Ⅰ 1 1

解剖生理学Ⅱ 2 2 臨床栄養学臨地実習Ⅱ 1 1

解剖生理学実習Ⅰ 1 1 臨床栄養学臨地実習Ⅲ 1 1

解剖生理学実習Ⅱ 1 1 給食経営管理臨地実習 1 1

生化学Ⅰ ○ 2 2 公衆栄養学臨地実習 1 1

生化学Ⅱ 2 2 免疫・アレルギー概論 2 2

基礎生化学実験 1 1 食品バイオテクノロジー 2 2

栄養生化学実験 1 1 ボランティア活動 2 2

運動生理学 2 2 家族関係論 2 2

病理病態学 2 2 生活経営学 2 2

疾病論Ⅰ ○ 2 2 衣生活論 2 2

疾病論Ⅱ 2 2 服飾構成実習Ⅰ 1 1

微生物学 2 2 住生活論 2 2

微生物学実験 1 1 保育学 2 2

食品学Ⅰ ○ 2 2 卒業研究Ⅰ ○ 2 2

食品学Ⅱ 2 2 卒業研究Ⅱ ○ 2 2

基礎分析実験 1 1 卒業研究Ⅲ ○ 2 2

食品学実験 1 1 卒業研究Ⅳ ○ 2 2

食品加工学 2 2

食品加工実習 1 1

調理学 2 2

調理学実習Ⅰ 1 1

調理学実習Ⅱ 1 1

食品衛生学 2 2

食品衛生学実習 1 1

基礎栄養学 ○ 2 2

基礎栄養学実験 1 1

成長期栄養学 2 2

加齢期栄養学 2 2

栄養アセスメント 2 2

応用栄養学実験 1 1

栄養教育総論 2 2

栄養教育論Ⅰ 2 2

栄養教育論Ⅱ(カウンセリング論を含む） 2 2

栄養教育実習Ⅰ 1 1

栄養教育実習Ⅱ 1 1

臨床栄養学 ○ 2 2

病態栄養学Ⅰ 2 2

病態栄養学Ⅱ 2 2

栄養管理学 2 2

臨床栄養学実習Ⅰ 1 1

臨床栄養学実習Ⅱ 1 1

臨床薬理学 2 2

区分 区分

臨

地

実

習

専

門

基

礎

科

目
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家政学部　造形デザイン学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

造形デザイン総論 ○ 2 2 プログラミングⅠ ○ 1 1

生活美学論 ○ 2 2 プログラミングⅡ ○ 1 1

生活プロダクトデザイン論 ○ 2 2 プログラミングⅢ 1 1

広告論 ○ 2 2 プログラミングⅣ 1 1

デジタルデザイン基礎 ○ 2 2 プログラミング応用A（Web） 1 1

色彩学 ○ 2 2 プログラミング応用B（IoT） 1 1

図学 ○ 2 2 プログラミング応用C（AI） 1 1

生活と設計・計測 2 2 デジタルデザインⅠ ○ 1 1

プレゼンテーション ○ 2 2 デジタルデザインⅡ 1 1

情報心理学 2 2 デジタルデザインⅢ 1 1

コミュニケーション論 2 2 WebデザインⅠ ○ 1 1

プロジェクトマネジメント 2 2 WebデザインⅡ 1 1

生活経営学 2 2 モデリング ○ 1 1

マーケティング論 2 2 コンピュータグラフィックスⅠ ○ 1 1

デザインと知的財産 2 2 コンピュータグラフィックスⅡ 1 1

プログラミング総論 ○ 2 2 映像表現Ⅰ ○ 1 1

生活情報学 2 2 映像表現Ⅱ 1 1

データ分析Ⅰ ○ 2 2 先端表現A(3DCG、アニメーション) 1 1

データ分析Ⅱ 2 2 先端表現B(VR、プロジェクションマッピング) 1 1

生活概論 2 2 製図演習Ⅰ ○ 1 1

環境科学概論 2 2 製図演習Ⅱ 1 1

生活応用造形論 2 2 造形ＣＡＤⅠ ○ 1 1

生活感性学 ○ 2 2 造形ＣＡＤⅡ 1 1

ユニバーサルデザイン論 ○ 2 2 デジタルファブリケーションⅠ ○ 1 1

ユニバーサルデザイン演習 1 1 デジタルファブリケーションⅡ 1 1

ものづくり研修 2 2 デジタルファブリケーションⅢ 1 1

生活とグラフィックデザイン 2 2 総合造形Ⅰ ○ 1 1

文化人類学 2 2 総合造形Ⅱ ○ 1 1

造形基礎Ⅰ（平面） ○ 1 1 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

造形基礎Ⅱ（立体） ○ 1 1 卒業研究Ⅱ ○ 1 1

造形基礎Ⅲ（平面） ○ 1 1 卒業研究Ⅲ ○ 1 1

造形基礎Ⅳ（立体） ○ 1 1 卒業研究Ⅳ ○ 1 1

絵画Ⅰ ○ 1 1 卒業制作・論文 ○ 2 2

絵画Ⅱ 1 1

絵画Ⅲ 1 1

絵画Ⅳ 1 1

イラストレーションⅠ ○ 1 1

イラストレーションⅡ 1 1

イラストレーションⅢ 1 1

グラフィックデザインⅠ ○ 1 1

グラフィックデザインⅡ 1 1

グラフィックデザインⅢ 1 1

写真表現Ⅰ ○ 1 1

写真表現Ⅱ 1 1

写真表現Ⅲ 1 1

プロダクトデザイン演習Ⅰ ○ 1 1

プロダクトデザイン演習Ⅱ 1 1

陶芸Ⅰ ○ 1 1

陶芸Ⅱ 1 1

陶芸Ⅲ 1 1

陶芸Ⅳ 1 1

金工Ⅰ ○ 1 1

金工Ⅱ 1 1

金工Ⅲ 1 1

金工Ⅳ 1 1

区分 区分
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門
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礎
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目
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薬学部　薬学科

授　業　科　目
主要

授業科目
単位数 必修 選択 授　業　科　目

主要
授業科目

単位数 必修 選択

物理学演習 1 1 病原微生物学Ⅰ ○ 2 2

物理化学演習 1 1 病原微生物学Ⅱ ○ 2 2

有機化学入門 1 1 免疫学 ○ 2 2

薬品有機化学演習 1 1 微生物学免疫学実習 ○ 1 1

生物学入門Ⅰ 1 1 病態症候学Ⅰ ○ 2 2

生物学入門Ⅱ 1 1 病態症候学Ⅱ ○ 2 2

数学演習 1 1 薬理学Ⅰ ○ 2 2

薬学概論 ○ 2 2 薬理学Ⅱ ○ 2 2

早期体験学習 ○ 2 2 薬理学Ⅲ ○ 2 2

薬剤師論 ○ 2 2 薬理学Ⅳ ○ 2 2

医療コミュニケーション ○ 2 2 薬理学実習Ⅰ ○ 1 1

医学・薬学英語 ○ 1 1 薬理学実習Ⅱ ○ 1 1

薬品物理化学Ⅰ ○ 2 2 薬物治療学Ⅰ ○ 2 2

薬品物理化学Ⅱ ○ 2 2 薬物治療学Ⅱ ○ 2 2

薬品物理化学Ⅲ ○ 2 2 薬剤学 ○ 2 2

薬品物理化学実習 ○ 1 1 製剤学 ○ 2 2

薬品分析化学Ⅰ ○ 2 2 薬剤学実習 ○ 1 1

薬品分析化学Ⅱ ○ 2 2 薬物動態学Ⅰ ○ 2 2

薬品機器分析学 ○ 2 2 薬物動態学Ⅱ ○ 2 2

薬品分析化学実習 ○ 1 1 医薬品情報学Ⅰ ○ 2 2

薬品有機化学Ⅰ ○ 2 2 医薬品情報学Ⅱ ○ 2 2

薬品有機化学Ⅱ ○ 2 2 臨床薬剤学Ⅰ ○ 2 2

薬品有機化学Ⅲ ○ 2 2 臨床薬剤学Ⅱ ○ 2 2

医薬品化学Ⅰ ○ 2 2 臨床薬剤学Ⅲ ○ 2 2

医薬品化学Ⅱ ○ 2 2 創薬学 1 1

薬品有機化学実習 ○ 1 1 創薬モダリティ概論 2 2

天然物化学Ⅰ ○ 2 2 一般医薬品学 1 1

天然物化学Ⅱ ○ 2 2 香粧品学 1 1

天然物化学実習 ○ 1 1 医療実践学 1 1

生薬漢方薬学 1 1 臨床検査学 1 1

メディシナルケミストリー 1 1 病理病態学 ○ 2 2

細胞生物学 ○ 2 2 　 分子病態学 ○ 2 2

解剖・生理学Ⅰ ○ 2 2 脳神経科学 1 1

解剖・生理学Ⅱ ○ 2 2 医療薬学演習Ⅰ ○ 1 1

解剖・生理学Ⅲ ○ 2 2 医療薬学演習Ⅱ ○ 1 1

微生物学 ○ 2 2 医療薬学演習Ⅲ ○ 1 1

解剖・生理学実習 ○ 1 1 薬事関係法規 ○ 2 2

生化学Ⅰ ○ 2 2 薬剤管理学 2 2

生化学Ⅱ ○ 2 2 医療心理学 2 2

分子生物学Ⅰ ○ 2 2 臨床薬剤学実習Ⅰ ○ 1 1

分子生物学Ⅱ ○ 1 1 臨床薬剤学実習Ⅱ ○ 1 1

生化学実習 ○ 1 1 臨床薬剤学実習Ⅲ ○ 1 1

衛生薬学Ⅰ ○ 2 2 臨床薬剤学演習Ⅰ ○ 1 1

衛生薬学Ⅱ ○ 2 2 臨床薬剤学演習Ⅱ ○ 1 1

環境科学 ○ 2 2 病院実務実習 ○ 10 10

衛生・環境科学実習 ○ 1 1 薬局実務実習 ○ 10 10

放射性医薬品学 ○ 2 2 実務実習後演習 ○ 1 1

公衆栄養衛生学 ○ 1 1 基礎薬学演習 1 1

応用薬学演習 1 1

総合薬学演習Ⅰ ○ 1 1

総合薬学演習Ⅱ ○ 1 1

総合薬学演習Ⅲ ○ 1 1

卒業演習Ⅰ 1 1

卒業演習Ⅱ 1 1

卒業演習Ⅲ 1 1

薬学特別研究 6 6

卒業研究Ⅰ ○ 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 2 2

卒業研究Ⅲ ○ 2 2

医
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学

科

目

衛

生

系

薬

学

区分 区分

基

礎

薬

学

科

目

薬

学

の

基

礎

物

理

系

薬

学

化

学

系

薬

学

生

物

系

薬

学

医

療

薬

学

科

目

医

療

系

薬

学

薬

学

と

社

会

薬

学

実

務

実

習

薬

学

演

習

・

卒

業

研

究
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看護学部　看護学科

授 業 科 目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授 業 科 目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

機能形態学Ⅰ ○ 2 2 基礎看護学臨地実習Ⅰ ○ 1 1

機能形態学Ⅱ ○ 2 2 基礎看護学臨地実習Ⅱ ○ 2 2

機能形態学Ⅲ ○ 2 2 地域・在宅看護学臨地実習 ○ 3 3

生化学・栄養学 2 2 成人看護学臨地実習Ⅰ（慢性期） ○ 2 2

微生物・免疫学 2 2 成人看護学臨地実習Ⅱ（急性期） ○ 2 2

薬理学 ○ 1 1 成人看護学臨地実習Ⅲ（高度急性期） ○ 1 1

病理病態学 ○ 2 2 高齢者看護学臨地実習Ⅰ（慢性期） ○ 2 2

疾病論Ⅰ ○ 2 2

疾病論Ⅱ ○ 2 2

疾病論Ⅲ ○ 2 2 小児看護学臨地実習 ○ 2 2

疾病論Ⅳ ○ 2 2 母性看護学臨地実習 ○ 2 2

保健医療福祉行政論 ○ 2 2 精神看護学臨地実習 ○ 2 2

疫学 ○ 2 2 看護の統合と実践臨地実習 ○ 2 2

保健統計学 ○ 2 2 公衆衛生看護学臨地実習Ⅰ 2 2

基礎看護学概論Ⅰ ○ 2 2 公衆衛生看護学臨地実習Ⅱ 3 3

基礎看護学概論Ⅱ ○ 2 2 助産学概論 2 2

看護過程論 ○ 2 2 周産母子看護論 1 1

看護管理学 ○ 1 1 助産診断技術学Ⅰ 2 2

生活援助方法論Ⅰ ○ 2 2 助産診断技術学Ⅱ 2 2

生活援助方法論Ⅱ ○ 2 2 助産診断技術学Ⅲ 2 2

カウンセリング論 2 2 助産診断技術学演習 2 2

発達心理学Ⅰ 2 2 助産管理 1 1

発達心理学Ⅱ 2 2 助産学実習Ⅰ 2 2

発達心理学Ⅲ 2 2 助産学実習Ⅱ 5 5

医療心理学 2 2 助産学実習Ⅲ 2 2

在宅看護学 ○ 2 2

在宅看護方法論 ○ 2 2

公衆衛生看護学 ○ 2 2

公衆衛生看護管理・活動論Ⅰ 2 2

公衆衛生看護管理・活動論Ⅱ 2 2

成人看護学 ○ 2 2

成人看護方法論Ⅰ（慢性期） ○ 2 2

成人看護方法論Ⅱ（急性期） ○ 2 2

高齢者看護学 ○ 2 2

高齢者看護方法論 ○ 2 2

小児看護学 ○ 2 2

小児看護方法論 ○ 2 2

母性看護学 ○ 2 2

母性看護方法論 ○ 2 2

精神看護学 ○ 2 2

精神看護方法論 ○ 2 2

救命救急看護論 1 1

リハビリテーション看護論 1 1

エンド・オブ・ライフケア論 1 1

公衆衛生看護管理論 1 1

地域母子保健論 1 1

医療・看護倫理学 ○ 1 1

国際看護論 ○ 1 1

国際交流・実践 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1

卒業研究Ⅱ ○ 1 1

2

小児看護学

母性看護学

精神看護学

母性看護学

精神看護学

看

護

の

統

合

と

実

践

基

礎

看

護

学

2
高齢者看護学臨地実習Ⅱ（回復・
リハビリ期）

助

産

師

科

目

地

域

・

在

宅

看

護

論

成人看護学

老年看護学

○
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能
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理工学部　生物科学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

理工学概論 ○ 2 2 植物生理学 2 2

理工学データサイエンス ○ 2 2 動物生理学 2 2

生物学入門 ○ 2 2 生理学演習 1 1

生命科学基礎 2 2 遺伝子工学 2 2

生物学倫理 ○ 2 2 バイオインフォマティクス 2 2

基礎生物学 ○ 2 2 植物免疫学 2 2

基礎化学 ○ 2 2 微生物利用学 2 2

サスティナビリティ生物学 ○ 2 2 微生物工学演習 1 1

生物化学 ○ 2 2 生物資源工学 2 2

生化学Ⅰ ○ 2 2 生物資源工学演習 1 1

生化学Ⅱ ○ 2 2 花卉園芸科学 2 2

動物分類学 2 2 園芸植物学 2 2

植物分類学 2 2 園芸科学演習 1 1

植物生態学 2 2 発酵工学 2 2

バイオビジネス実践論 ○ 2 2 食品の機能 2 2

分子生物学Ⅰ ○ 2 2 環境保全論 2 2

分子生物学Ⅱ ○ 2 2 醸造科学 2 2

細胞生物学 ○ 2 2 発酵・醸造学演習 1 1

微生物学 ○ 2 2 バイオマス利用論 2 2

酵素化学 2 2 生物共生論 2 2

応用微生物学 2 2 研究企画プレゼンテーション ○ 2 2

食と環境の経済学 ○ 2 2 協働プロジェクトⅠ 2 2

生物統計学 2 2 協働プロジェクトⅡ 2 2

化学実験Ⅰ ○ 1 1 専門演習Ⅰ ○ 2 2

化学実験Ⅱ ○ 1 1 専門演習Ⅱ ○ 2 2

植物学フィールドリサーチ ○ 1 1 卒業研究Ⅰ ○ 1 1

生物学実験Ⅰ ○ 1 1 卒業研究Ⅱ ○ 1 1

生物学実験Ⅱ ○ 1 1 卒業研究Ⅲ ○ 1 1

生化学実習 ○ 1 1

環境科学実習 ○ 1 1

微生物学実習 1 1

食品化学実習 ○ 1 1

植物生理学実習 1 1

植物育種学実習 1 1

植物形態学実習 1 1

分子生物学実習 1 1

食香粧化学概論 2 2

植物の多様性と進化 2 2

進化生物学 2 2

フードセイフティ論 2 2

食品化学 ○ 2 2

環境生物学 2 2

植物形態学 2 2

植物育種学 2 2

食用作物学 2 2

園芸栽培論 2 2

環境科学 ○ 2 2

昆虫学 2 2

発酵化学 2 2

食品加工学 2 2

実

験

実

習

科

目

基

幹

科

目

理

論

追

究

専

門

演
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・
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業

研

究

区分 区分

理工学部共通科目
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目

実

践

展

開

基

礎

科

目
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理工学部　情報科学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

理工学概論 ○ 2 2 ヒューマンインタフェース ○ 2 2

理工学データサイエンス ○ 2 2 メディアコミュニケーション基礎 ○ 2 2

情報科学概論 ○ 2 2 マルチメディア ○ 2 2

情報基礎数学Ⅰ ○ 2 2 画像処理演習 2 2

情報基礎数学Ⅱ ○ 2 2 画像処理ライブラリ ○ 2 2

科学と倫理 ○ 2 2 コンピュータグラフィックス 2 2

知的財産論 2 2 ヒューマンインタフェースプログラミング ○ 2 2

情報処理概論 ○ 2 2 ゲーム開発 ○ 2 2

情報セキュリティ ○ 2 2 映像処理演習 2 2

人間工学 2 2 メディアプログラミング 2 2

情報社会論 2 2 ＸＲ 2 2

分野横断プロジェクトⅠ 2 2 ゲーム開発演習Ⅰ 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 仮想ネット配信演習 2 2

分野横断プロジェクトⅡ 2 2 ＸＲ演習Ⅰ 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 ３ＤＣＧ演習 2 2

卒業研究Ⅲ ○ 1 1 ゲーム開発演習Ⅱ 2 2

卒業研究Ⅳ ○ 1 1 ＸＲ演習Ⅱ 2 2

プログラミング総論 ○ 2 2 プログラミングとエンジン 2 2

プログラミングⅠ ○ 2 2 データサイエンス ○ 2 2

アルゴリズムとデータ構造 2 2 人工知能Ⅰ（機械学習） ○ 2 2

プログラミングⅡ ○ 2 2 情報理論 ○ 2 2

プログラミングⅢ ○ 2 2 人工知能Ⅱ（深層学習） ○ 2 2

プログラミングⅣ ○ 2 2 画像認識 2 2

オブジェクト指向プログラミング 2 2 自然言語処理 2 2

コンピュータアーキテクチャ ○ 2 2 ＩｏＴ演習Ⅰ ○ 2 2

ソフトウェア工学 2 2 データ解析 2 2

デジタルメディア ○ 2 2 人工知能Ⅲ（ＡＩのための統計） 2 2

Ｗｅｂ ○ 2 2 情報ストラテジ 2 2

データベース基礎 2 2 ＩｏＴ演習Ⅱ 2 2

ＷｅｂプログラミングⅠ ○ 2 2 人工知能演習Ⅰ 2 2

スマートモバイルプログラミング 2 2 人工知能演習Ⅱ 2 2

データベース設計 2 2 ビッグデータ解析 2 2

ネットワークシステム ○ 2 2 データマイニング 2 2

ＷｅｂプログラミングⅡ 2 2

デジタルメディア演習 2 2

通信ネットワーク設計 2 2

動的Ｗｅｂプログラミング 2 2

ＳＮＳビジネス演習 2 2

システム運用 2 2

ネットワーク演習 2 2

データベース演習 2 2

サーバ構築演習 2 2

ＵＮＩＸ 2 2

セキュリティ演習 2 2

区分 区分

理工学部共通科目
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理工学部　建築学科

授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択 授　業　科　目
主要

授業科目 単位数 必修 選択

理工学概論 ○ 2 2 西洋建築史 ○ 2 2

理工学データサイエンス ○ 2 2 日本建築史 ○ 2 2

建築概論 ○ 2 2 近現代建築史 2 2

建築デザイン論 ○ 2 2 住居史 2 2

建築キャリアデザイン ○ 2 2 建築法規 2 2

建築倫理 ○ 2 2 建築法規演習 2 2

デザイン基礎 ○ 2 2 建築材料学 ○ 2 2

空間デザイン論 ○ 2 2 建築材料学実験 1 1

建築計画学 ○ 2 2 建築施工 2 2

住空間計画学 ○ 2 2 建築施工演習 2 2

建築基礎製図 ○ 3 3 建築積算 2 2

建築設計演習Ⅰ ○ 3 3 建築積算演習 2 2

建築設計演習Ⅱ ○ 3 3 建築マネジメント 2 2

建築基礎数学 ○ 2 2 建築構法 ○ 2 2

建築基礎物理 ○ 2 2 建築一般構造学 ○ 2 2

卒業研究Ⅰ ○ 1 1 建築構造力学Ⅰ ○ 2 2

卒業研究Ⅱ ○ 1 1 建築構造力学Ⅱ 2 2

建築プレゼンテーション ○ 2 2 建築構造力学演習Ⅰ 2 2

建築CADⅠ ○ 2 2 建築構造力学演習Ⅱ 2 2

建築CADⅡ 2 2 建築環境学 ○ 2 2

建築CADⅢ 2 2 建築環境学演習 2 2

建築CG 2 2 建築設備 2 2

建築設計演習Ⅲ 3 3 建築設備演習 2 2

建築設計演習Ⅳ 3 3 住生活論 2 2

建築設計演習Ⅴ 3 3 人間工学 2 2

スタジオ設計演習 3 3 建築比較文化論 2 2

建築設計特別演習 3 3 デッサン 1 1

建築思想作品論 2 2 色彩学 2 2

建築設計デザイン演習 ○ 2 2 スケッチ表現 1 1

海外建築研修 2 2

国内建築研修Ａ 2 2

国内建築研修Ｂ 2 2

インテリアデザイン論 2 2

インテリアデザイン演習Ⅰ 2 2

インテリアデザイン演習Ⅱ 2 2

ランドスケープデザイン論 2 2

ランドスケープデザイン演習 2 2

アーバンデザイン 2 2

福祉環境論 ○ 2 2

福祉環境演習 2 2

商空間デザイン論 2 2

商空間デザイン演習Ⅰ 2 2

商空間デザイン演習Ⅱ 2 2

建築リノベーション論 2 2

建築リノベーション演習 2 2

建築フィールドワーク 2 2
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目
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４　資格科目

国語 英語 家庭 国語 書道 英語 家庭

教育原論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教職論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育制度論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育・学校心理学 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

特別支援教育論　※3 1 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育課程論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

道徳教育論　※3 2 必修 必修 必修 選択* 選択* 選択* 選択* 必修 必修

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育方法論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

情報通信技術の活用　※3 1 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

生徒指導・進路指導論　※3 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

生徒指導論 2 必修 必修

教育相談の理論と方法（中・高） 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育相談の理論と方法 2 必修

教育実習指導（中・高） 1 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

養護実習指導 1 必修

学校栄養教育実習指導 1 必修

教育実習Ⅰ（中・高） 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教育実習Ⅱ（中・高） 2 必修 必修 必修 選択 選択 選択 選択

養護実習 4 必修

学校栄養教育実習 1 必修

教職実践演習（中・高） 2 必修 必修 必修 必修 必修 必修 必修

教職実践演習（養護教諭） 2 必修

教職実践演習（栄養教諭） 2 必修

国語科教育法Ⅰ 2 必修 必修

国語科教育法Ⅱ 2 必修 必修

国語教育の理論と方法Ⅰ 2 必修 選択

国語教育の理論と方法Ⅱ 2 必修 選択

書道科教育法Ⅰ 2 必修

書道科教育法Ⅱ 2 必修

書写・書道教育の理論と方法 2 選択

英語科教育法Ⅰ 2 必修 必修

英語科教育法Ⅱ 2 必修 必修

英語教育の理論と方法Ⅰ 2 必修 必修

英語教育の理論と方法Ⅱ 2 必修 選択

英語教育の理論と方法Ⅲ 2 選択 選択

家庭科教育法Ⅰ 2 必修 必修

家庭科教育法Ⅱ 2 必修 必修

家庭科教育の理論と方法Ⅰ 2 必修 選択

家庭科教育の理論と方法Ⅱ 2 必修 選択

介護体験指導 1 必修 必修 必修

学校等支援活動 1 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択

学校栄養指導論Ⅰ 2 必修

学校栄養指導論Ⅱ 2 必修

＊印は、教育職員免許法に定める「大学が独自に設定する科目」に該当する。

※1　養護教諭一種免許状、栄養教諭一種免許状における区分は、「道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、教育相談等に関する科目」

     とする。

※2　教育職員免許状取得のためには、上記のほか免許状の種類により次の科目の単位を修得しなければならない。

　　 教科及び教科の指導法に関する科目（教科に関する専門的事項）：養護教諭一種免許状、栄養教諭一種免許状を除く

　　 養護に関する科目：養護教諭一種免許状のみ

　　 教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目

※3　教育学部児童教育学科（専門教育科目）との共通開設科目である。

栄養に係る教育に関
する科目

栄養教諭一種免許
状

4単位

教育職員免許法
上の最低必要単
位数　※2

区分 授　業　科　目 単位数

中学校教諭一種
免許状

高等学校教諭一種
免許状 栄養教諭

一種免許状
※1

養護教諭
一種免許状

※1

教

育

職

員

免

許

状

に

関

す

る

科

目

教育の基礎的理
解に関する科目

中学校一種免許状
高等学校一種免許

10単位
養護教諭一種免許

状
栄養教諭一種免許

状
8単位

道徳、総合的な
学習の時間等の
指導法及び生徒
指導、教育相談
等に関する科目

※1

中学校一種免許状
10単位

高等学校一種免許
状

8単位
養護教諭一種免許状

栄養教諭一種免許状

6単位

教育実践に関す
る科目

中学校一種免許状
5単位

高等学校一種免許
状

3単位
養護教諭一種免許

状
5単位

栄養教諭一種免許
状

2単位

2単位

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

各教科の
指導法

（情報通
信技術の
活用を含
む。）

中学校一種免許
状

28単位

高等学校一種免
許状

24単位

－ 学則 － 37 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

学校経営と学校図書館 2 必修 日本文化論Ⅰ 2 必修
日本文学
科のみ

学校図書館メディアの構成 2 必修 異文化理解 2 必修
英語英米
文学科の

み

学習指導と学校図書館 2 必修 日本語教育事情 2 必修

読書と豊かな人間性 2 必修 社会言語学 2 必修

情報メディアの活用 2 必修 心理言語学 2 必修

生涯学習概論 2 必修 日本語教授法Ⅰ 2 必修

図書館概論 2 必修 日本語教授法Ⅱ 2 必修

図書館情報技術論 2 必修 日本語教育教材教具論 1 必修

図書館制度・経営論 2 必修 日本語教育実習Ⅰ 2 必修

図書館サービス概論 2 必修 異文化コミュニケーションⅠ 2 必修

情報サービス論 2 必修 教育方法論 2 必修

児童サービス論 2 必修 言語学概論Ⅰ 2 必修

情報サービス演習 2 必修 言語学概論Ⅱ 2 必修

図書館情報資源概論 2 必修 日本語文法論 2 必修

情報資源組織論 2 必修 日本語音声学 2 必修

情報資源組織演習 2 必修 日本語口頭表現演習 1 必修

図書館基礎特論 1 必修 日本語学概説Ⅱ 2

図書館実習 1 必修 日本文学概論Ⅱ 2

生涯学習概論 2 必修 日本文学史Ⅱ 2

博物館概論 2 必修 日本文化論Ⅱ 2 4単位必修

博物館経営論 2 必修 日本文化史Ⅱ 2

博物館資料論 2 必修 日本語教育実習Ⅱ 2

博物館資料保存論 2 必修 異文化コミュニケーションⅡ 2

博物館展示論 2 必修 イギリスの社会と文化 2

博物館情報・メディア論 2 必修 アジアの社会と文化 2 4単位必修

博物館教育論 2 必修

博物館実習Ⅰ 1 必修

博物館実習Ⅱ 1 必修

博物館実習Ⅲ 1 必修
生活デザ
イン学科

のみ

古文書学実習 1 必修
日本文学
科のみ

書道実地研究 1 必修
書道学科

のみ

日本文化論Ⅰ 2 必修

日本文化論Ⅱ 2 必修

古文書学Ⅰ 2 必修

古文書学Ⅱ 2 必修

日本文化史Ⅰ 2

日本文化史Ⅱ 2

日本文化文学実地研究Ⅰ 2

日本文化文学実地研究Ⅱ 2

書道概論 2 必修

書道史Ⅰ 2 必修

書道史Ⅱ 2 必修

表具と修復 1 必修

鑑賞 2 必修

石碑と法帖 2 必修

色彩学 2

絵画・デッサンⅠ 1

絵画・デッサンⅡ 1

デザイン基礎 2 4単位必修

造形表現 1

日本文学
科のみ生 涯 学 習 概 論

博 物 館 概 論

博 物 館 経 営 論

博 物 館 資 料 論

選択
必修

英語英米
文学科の

み博 物 館 展 示 論

博 物 館 情 報
・ メ デ ィ ア 論

博 物 館 教 育 論

選択
必修

生活デザ
イン学科

のみ

選択
必修

区分 区分

学校図書館
司書教諭に
関する科目

日

本

語

教

員

養

成

科

目

地域・社会・文
化

言語と社会

言語と心理

司

書

に

関

す

る

科

目

甲 群

言語と教育

博 物館 資料 保存論

学

芸

員

に

関

す

る

科

目

博 物 館 実 習

関 連 科 目

日本文学
科のみ

選択
必修

日本文学
科のみ

4単位必修

書道学科
のみ

言語

乙 群

選択科目

－ 学則 － 38 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

教育・学校心理学 2 選択必修 心理学概論Ⅰ 2 必修

発達心理学Ⅰ 2 選択必修
児童教育学

科のみ 心理学概論Ⅱ 2 必修

発達心理学Ⅱ 2 選択必修
児童教育学

科のみ 心理と統計Ⅰ 2 必修

発達心理学 2 選択必修
現代心理学

科のみ 心理と統計Ⅱ 2 必修

心理学演習 2 必修

心理調査法 2 必修

障害児保育 2 選択必修
児童教育学

科のみ 認知心理学Ⅰ 2

障害者・障害児心理学 2 選択必修
現代心理学

科のみ 認知心理学Ⅱ 2

学習心理学 2

教育・学校心理学 2 必修 感情心理学 2

発達心理学 2 必修 行動分析学 2

障害者・障害児心理学 2 必修 生理心理学 2

福祉心理学 2 必修 発達心理学Ⅰ 2

心理的アセスメント 2 必修 発達心理学Ⅱ 2

心理学的支援法 2 必修 進化心理学 2

心理学概論Ⅰ 2 必修 臨床心理学Ⅰ 2

心理学概論Ⅱ 2 必修 臨床心理学Ⅱ 2

心理学研究法 2 必修 臨床心理学演習 2

心理学統計法Ⅰ 2 必修 健康心理学 2

心理学基礎演習Ⅰ（心理学実験） 2 必修 カウンセリング心理学 2

心理学基礎演習Ⅲ 2 必修 パーソナリティ心理学 2

学習・言語心理学 2 家族心理学 2

知覚・認知心理学Ⅰ 2 社会心理学Ⅰ 2

神経・生理心理学 2 社会心理学Ⅱ 2

発達心理学 2 経済心理学 2

乳幼児・児童心理学 2 コミュニケーション心理学 2

青年・成人心理学 2 集団心理学 2

教育・学校心理学 2 産業・組織心理学 2

高齢者心理学 2 消費者行動学 2

発達臨床演習 2 マスメディア心理学 2

臨床心理学概論Ⅰ 2 対人関係論 2

臨床心理学概論Ⅱ 2 調査概論 2 必修

心理学的支援法 2 心理と統計Ⅱ 2 必修

心理療法 2 心理調査法 2 必修

認知行動療法論 2 卒業研究Ⅰ 1

心理的アセスメント 2 卒業研究Ⅱ 1

家族心理学 2 卒業研究Ⅲ 1

健康・医療心理学 2 卒業研究Ⅳ 1

教育相談の理論と方法 2 卒業論文 2

パーソナリティ心理学 2 ビジネス心理学演習Ⅰ 2

社会心理学 2 ビジネス心理学演習Ⅱ 2

社会・集団・家族心理学 2

環境心理学 2

対人関係演習 2

調査概論 2 必修

心理学統計法Ⅱ 2 必修

心理学基礎演習Ⅲ 2 必修

卒業研究Ⅰ 1 必修

卒業研究Ⅱ 1 必修

卒業研究Ⅲ 1 必修

卒業研究Ⅳ 1 必修

卒業論文 2 必修

認

定

心

理

士
（

心

理

調

査
）

に

関

す

る

科

目

（

現

代

心

理

学

科
）

心理調査概論
・心理調査法

心理学統計

発展/展開研究
（実習）

選択必
修A=6
単位ま
たは
B=4単
位を修

得

心理学統計

発展/展開研究（実
習）

選択
必修
A

選択
必修
B

臨床心理学
・人格心理学

心理学研究法

心理学実
験・実習

選択必
修科目
は3領
域にお
いて各
4単位
以上、
5領域
の合計
24単位
必修

発達心理学
心理学研究法

教育相談（幼児
理解や保育相談
支援等の関連科

目）

教育相談の理論と方法 2 選択必修 心理学実験・実習

選択
必修

 ＊准学校心理士に関する科目の必要単位数は、3科目6単位以上

認

定

心

理

士
（

心

理

調

査
）

に

関

す

る

科

目

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

学

科
）

心理調査概論
・心理調査法

知覚心理学・
学習心理学

選択
必修

生理心理学・
比較心理学

教育心理学・
発達心理学

区分 区分

准

学

校

心

理

士

に

関

す

る

科

目

Ａ

タ

イ

プ

（

学

校

教

員

・

保

育

士

類

型

）

教育心理学
認

定

心

理

士

に

関

す

る

科

目

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

学

科

）

基

礎

科

目

心理学概論

選

択

科

目

知覚心理学・
学習心理学

認

定

心

理

士

に

関

す

る

科

目

（

現

代

心

理

学

科

）

基

礎

科

目

心理学概論

選択必
修科目
は3領
域にお
いて各
4単位
以上、
5領域
の合計
24単位
必修

社会心理学・
産業心理学

選

択

科

目

特別支援教育
（障害児保育等
の関連科目）

社会心理学・
産業心理学

生理心理学・
比較心理学

教育心理
学・発達心

理学

臨床心理
学・人格心

理学

心理学的アセス
メント

心理学的支援法

Ｂ

タ

イ

プ

（

相

談

支

援

機

関

専

門

職

類

型

）

教育・学校心理
学

現代心
理学科
のみ

発達心理学
障害者・障害児

心理学

福祉心理学

－ 学則 － 39 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

公認心理師の職責 2 必修 現代ビジネス概論 2 必修

心理学概論Ⅰ 2 必修 地域経済学 2 必修

臨床心理学概論Ⅰ 2 必修 経営学 2

心理学研究法 2 必修 簿記・会計学Ⅰ 2

心理学統計法Ⅰ 2 必修 ＩＣＴビジネス論 2

心理学基礎演習Ⅰ（心理学実験） 2 必修 簿記・会計学Ⅱ 2

知覚・認知心理学Ⅰ 2 必修 データサイエンスⅠ 2

学習・言語心理学 2 必修 マーケティング論Ⅰ 2

感情・人格心理学 2 必修 情報社会論 2

神経・生理心理学 2 必修 産業組織論 2

社会・集団・家族心理学 2 必修 国際経済論 2

発達心理学 2 必修 ビジネス情報処理演習 2

障害者・障害児心理学 2 必修 情報マネジメント演習 2

心理的アセスメント 2 必修 情報処理基礎Ⅰ 1

心理学的支援法 2 必修 情報処理基礎Ⅱ 1

健康・医療心理学 2 必修 情報処理基礎Ⅲ 1

福祉心理学 2 必修 情報処理基礎Ⅳ 1

教育・学校心理学 2 必修 情報処理演習Ａ 1

司法・犯罪心理学 2 必修 情報処理演習Ｂ 1

産業・組織心理学 2 必修 情報処理演習Ｃ 1

人体の構造と機能及び疾病 2 必修 情報処理演習Ｄ 1

精神疾患とその治療 2 必修 ビジネススキル演習 1 必修

関係行政論 2 必修 ビジネスマネジメント論 2 必修

心理演習 2 必修 ビジネススキル実践演習 1 必修

心理実習 2 必修 社会学 2

調査概論 2 必修 人的資源論 2

心理学基礎演習Ⅲ 2 必修 プレゼンテーション演習 1 必修

心理学統計法Ⅰ 2 必修 インターンシップⅡ 2 必修

統計学 2 必修 リーダーシップ論 2

心理学統計法Ⅱ 2 必修 人間行動学 2

ビジネス心理学演習Ⅰ 2 必修 人間関係論 2

ビジネス心理学演習Ⅱ 2 必修 ボランティア論 2

調査概論 2 必修 インターンシップⅠ 2

心理調査法 2 必修

心理と統計Ⅰ 2 必修

統計学 2 必修

心理と統計Ⅱ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅰ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅱ 2 必修

調査概論 2 必修

心理学基礎演習Ⅲ 2

心理調査法 2

データサイエンス演習Ⅰ 2 必修

データサイエンスⅠ 2 必修

データサイエンス演習Ⅱ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅰ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅱ 2 必修

調査概論 2 必修

心理学基礎演習Ⅲ 2

心理調査法 2

データサイエンス演習Ⅰ 2 必修

統計学 2 必修

データサイエンス演習Ⅱ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅰ 2 必修

ビジネス心理学演習Ⅱ 2 必修

基本的な資料とデータ
の分析に関する科目

社会調査に必要な統計
学に関する科目

多変量解析の方法に関
する科目

社会調査を実際に経験
し学習する科目

多変量解析の方法に関
する科目

社会調査を実際に経験
し学習する科目

社会調査の基本的事項
に関する科目

現代ビ
ジネス
学科・
公共経
営学科
のみ

調査設計と実施方法に
関する科目

2単位
必修

基本的な資料とデータ
の分析に関する科目

社会調査に必要な統計
学に関する科目

多変量解析の方法に関
する科目

社会調査を実際に経験
し学習する科目

領域Ⅱ

関係行政論

心理演習

心理実習 選択
必修

社

会

調

査

士

に

関

す

る

科

目

社会調査の基本的事項
に関する科目

現代心
理学科
のみ

調査設計と実施方法に
関する科目

領域Ⅲ

基本的な資料とデータ
の分析に関する科目

社会調査に必要な統計
学に関する科目

選択
必修

多変量解析の方法に関
する科目

社会調査を実際に経験
し学習する科目

社会調査の基本的事項
に関する科目

ビジネ
ス心理
学科の

み

調査設計と実施方法に
関する科目

基本的な資料とデータ
の分析に関する科目

社会調査に必要な統計
学に関する科目

社会調査の基本的事項
に関する科目

国際観
光ビジ
ネス学
科のみ

調査設計と実施方法に
関する科目

2単位
必修

司法・犯罪心理学

産業・組織心理学

人体の構造と機能及び疾病

精神疾患とその治療

社会・集団・家族心理学

発達心理学

障害者・障害児心理学

心理的アセスメント

心理学的支援法

健康・医療心理学 選択必
修から
16単位
必修

心理学概論

臨床心理学概論

選択
必修

心理学研究法

区分

心理学統計法

心理学実験

知覚・認知心理学

学習・言語心理学

感情・人格心理学

神経・生理心理学

区分

公

認

心

理

師

に

関

す

る

科

目

公認心理師の職責

上

級

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

士

に

関

す

る

科

目

領域Ⅰ

福祉心理学

教育・学校心理学

－ 学則 － 40 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

色彩学 2 食環境論 2 必修

絵画・デッサンⅠ 1 公衆衛生学（環境を含む） 2 必修

絵画・デッサンⅡ 1 保健福祉論 2 必修

造形表現 1 解剖生理学Ⅰ 2 必修

環境デザイン論 2 解剖生理学Ⅱ 2 必修

エクステリアデザイン 2 解剖生理学実習Ⅰ 1 必修

日本建築史 2 生化学Ⅰ 2 必修

西洋建築史 2 生化学Ⅱ 2 必修

デザイン基礎 2 基礎生化学実験 1 必修

住生活論 2 栄養生化学実験 1 必修

生活デザイン論 2 疾病論Ⅰ 2 必修

インテリアデザイン論 2 疾病論Ⅱ 2 必修

建築概論 2 食品学Ⅰ 2 必修

都市論 2 食品学実験 1 必修

人間工学 2 食品加工学 2 必修

住環境学 2 食品衛生学 2 必修

住宅設備 2 基礎栄養学 2 必修

住居材料学 2 基礎栄養学実験 1 必修

住居材料学実験 1 成長期栄養学 2 必修

住宅構造学 2 加齢期栄養学 2 必修

建築一般構造学 2 応用栄養学実験 1 必修

構造力学Ⅰ 2 臨床栄養学 2 必修

構造力学Ⅱ 2 病態栄養学Ⅰ 2 必修

住宅施工・積算 2 病態栄養学Ⅱ 2 必修

景観デザイン論 2 臨床栄養学実習Ⅰ 1 必修

建築法規 2 臨床栄養学実習Ⅱ 1 必修

建築ＣＡＤⅠ 2 栄養教育論Ⅰ 2 必修

建築ＣＡＤⅡ 2 栄養教育論Ⅱ(カウンセリング論を含む） 2 必修

住空間造形演習 2 栄養教育実習Ⅰ 1 必修

建築プレゼンテーション 2 栄養教育実習Ⅱ 1 必修

建築フィールドワーク 2 公衆栄養学 2 必修

建築計画学 2 公衆栄養学実習 1 必修

住空間計画学 2 調理学 2 必修

建築デザイン論 2 調理学実習Ⅰ 1 必修

設計製図Ⅰ 2 必修 調理学実習Ⅱ 1 必修

設計製図Ⅱ 2 給食管理学 2 必修

設計製図Ⅲ 2 給食経営学 2 必修

設計製図Ⅳ 2 給食経営管理実習 1 必修

設計製図Ⅴ 2 給食経営管理臨地実習 1 必修

設計製図Ⅵ 2 健康科学概論 2 必修

フードスペシャリスト論 2 必修 食環境論 2 必修

食品評価・鑑別論 2 必修 公衆衛生学(環境を含む) 2 必修

食品評価・鑑別論演習 2 必修 保健福祉論 2 必修

食品加工学 2 必修 解剖生理学Ⅰ 2 必修

食品学 2 必修 解剖生理学Ⅱ 2 必修

食品学実験 1 必修 解剖生理学実習Ⅰ 1 必修

食品衛生学 2 必修 解剖生理学実習Ⅱ 1 必修

調理学 2 必修 生化学Ⅰ 2 必修

調理学実習Ⅰ 1 必修 生化学Ⅱ 2 必修

調理学実習Ⅱ 1 必修 基礎生化学実験 1 必修

栄養学 2 必修 栄養生化学実験 1 必修

食品流通・消費論 2 必修 運動生理学 2 必修

フードコーディネート論 2 必修 病理病態学 2 必修

食生活論 2 必修 疾病論Ⅰ 2 必修

疾病論Ⅱ 2 必修

微生物学 2 必修

微生物学実験 1 必修

栄養と健康に関する科
目

食品流通・消費に関す
る科目

フードコーディネート
論

フードスペシャリスト
資格に適当とされる科

管

理

栄

養

士

に

関

す

る

科

目

専

門

基

礎

分

野

社会・環
境と健康

フ
ー

ド

ス

ペ

シ
ャ

リ

ス

ト

に

関

す

る

科

目

フードスペシャリスト
論

食品の官能評価・鑑別
論

食物学に関する科目

人体の構
造と機能
及び疾病
の成り立

ち

食品の安全性に関する
科目

調理学に関する科目

※
インテ
リア専
門科目
の選択
必修か
ら、必
修科目
「設計
製図
Ⅰ」を
含む24
単位以
上修得

食品と衛生

栄養と健康

イ

ン

テ

リ

ア

専

門

科

目

インテリア
(建築)計画

選択
必修

区分 区分

イ

ン

テ

リ

ア

プ

ラ

ン

ナ

ー

に

関

す

る

科

目

(

生

活

デ

ザ

イ

ン

学

科

）

イ

ン

テ

リ

ア

関

連

科

目

美術基礎

選択
必修

インテ
リア関
連科目
は、36
単位か

ら
（※）
の修得
単位を
差し引
いた単
位数

栄

養

士

に

関

す

る

科

目

社会生活と健康

人体の構造と機
能

インテリア
(建築)の装
備・施工

インテリア(建
築)法規

インテリア
(建築)設計

[講義]

栄養の指導

給食の運営
インテリア
(建築)設計

[実技]
選択
必修

関連デザイン

デザイン基
礎

生活

－ 学則 － 41 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

食品学Ⅰ 2 必修 情報処理演習Ｃ 1 必修

食品学Ⅱ 2 必修 デジタルデザインⅡ 1 必修

基礎分析実験 1 必修 ＷｅｂデザインⅠ 1 必修

食品学実験 1 必修 デザインと知的財産 2

食品加工学 2 必修 プログラミング総論 2

食品加工実習 1 必修 プログラミングⅠ 1

調理学 2 必修 プログラミングⅡ 1

調理学実習Ⅰ 1 必修 プログラミングⅢ 1

調理学実習Ⅱ 1 必修 プログラミングⅣ 1

食品衛生学 2 必修 デジタルデザインⅠ 1

食品衛生学実習 1 必修 生活美学論 2 必修

基礎栄養学 2 必修 色彩学 2 必修

基礎栄養学実験 1 必修 映像表現Ⅰ 1 必修

成長期栄養学 2 必修 映像表現Ⅱ 1 必修

加齢期栄養学 2 必修 コンピュータグラフィックスⅠ 1

栄養アセスメント 2 必修 コンピュータグラフィックスⅡ 1

応用栄養学実験 1 必修 ＷｅｂデザインⅡ 1 必修

栄養教育総論 2 必修 データ分析Ⅰ 2
選択
必修

栄養教育論Ⅰ 2 必修 まほろば教養ゼミⅠ 1 必修
栄養教育論Ⅱ(カウンセリング論を含む） 2 必修 まほろば教養ゼミⅡ 1 必修

栄養教育実習Ⅰ 1 必修 まほろば教養ゼミⅢ 1 必修

栄養教育実習Ⅱ 1 必修 まほろば教養ゼミⅣ 1 必修

臨床栄養学 2 必修 キャリアデザインⅠ 2 選択 ※1

病態栄養学Ⅰ 2 必修 キャリアデザインⅡ 2 選択

病態栄養学Ⅱ 2 必修 ボランティア活動 2 選択

栄養管理学 2 必修 インターンシップ 2 選択

臨床栄養学実習Ⅰ 1 必修 職と食－パティシエ実習 1 選択

臨床栄養学実習Ⅱ 1 必修 人間論Ａ 2 選択

臨床薬理学 2 必修 人間論Ｂ 2 選択

公衆栄養学 2 必修 こころの科学Ａ 2 選択

公衆栄養活動 2 必修 こころの科学Ｂ 2 選択

公衆栄養学実習 1 必修 からだの科学Ａ 2 選択

給食管理学 2 必修 からだの科学Ｂ 2 選択

給食経営学 2 必修 からだの科学Ｃ 2 選択

給食経営管理実習 1 必修 人間形成の科学Ａ 2 選択

栄養管理総合演習 2 必修 人間形成の科学Ｂ 2 選択

臨床栄養学臨地実習Ⅰ 1 必修 ことばの世界Ａ 2 選択

臨床栄養学臨地実習Ⅱ 1 必修 ことばの世界Ｂ 2 選択

臨床栄養学臨地実習Ⅲ 1 選択必修 日本の文学Ａ 2 選択

給食経営管理臨地実習 1 必修 日本の文学Ｂ 2 選択

公衆栄養学臨地実習 1 選択必修 世界の文学Ａ 2 選択

基礎化学 2 必修 世界の文学Ｂ 2 選択

生化学Ⅰ 2 必修 芸術Ａ 2 選択

生化学Ⅱ 2 必修 芸術Ｂ 2 選択

基礎生化学実験 1 必修 現代社会と人間Ａ 2 選択

栄養生化学実験 1 必修 現代社会と人間Ｂ 2 選択

食品学Ⅰ 2 必修 21世紀の社会と法Ａ(日本国憲法） 2 選択

食品学Ⅱ 2 必修 21世紀の社会と法Ｂ 2 選択

食品学実験 1 必修 21世紀の経済Ａ 2 選択

解剖生理学Ⅱ 2 必修 21世紀の経済Ｂ 2 選択

解剖生理学実習Ⅱ 1 必修 現代のビジネスＡ 2 選択

微生物学 2 必修 現代のビジネスＢ 2 選択

微生物学実験 1 必修 現代社会と政治Ａ 2 選択

食品加工学 2 必修 現代社会と政治Ｂ 2 選択

食品加工実習 1 必修 異文化理解Ａ 2 選択

公衆衛生学(環境を含む) 2 必修 異文化理解Ｂ 2 選択

食品衛生学 2 必修 日本の歴史と文化Ａ 2 選択

食品衛生学実習 1 必修 日本の歴史と文化Ｂ 2 選択

病理病態学 2 必修 世界の歴史と文化Ａ 2 選択

疾病論Ⅰ 2 必修 世界の歴史と文化Ｂ 2 選択

疾病論Ⅱ 2 必修 国際協力Ａ 2 選択

免疫・アレルギー概論 2 必修 国際協力Ｂ 2 選択

解剖生理学Ⅰ 2 必修 数学の世界 2 選択

解剖生理学実習Ⅰ 1 必修 自然科学の世界Ａ 2 選択

成長期栄養学 2 必修 自然科学の世界Ｂ 2 選択

加齢期栄養学 2 必修 自然科学の世界Ｃ 2 選択

応用栄養学実験 1 必修 生命の科学Ａ 2 選択

基礎栄養学 2 必修 生命の科学Ｂ 2 選択

基礎栄養学実験 1 必修 生命の科学Ｃ 2 選択

食
品
衛
生
管
理
者
・
食
品
衛
生
監
視
員
に
関
す
る
科
目
（

管
理
栄
養
学
科
）

Ａ群　化学関係

Ｂ群
生物化学関係

Ｃ群
微生物学関係

Ｄ群
公衆衛生学関係

Ｅ群
その他関連科目

管

理

栄

養

士

に

関

す

る

科

目

専

門

基

礎

分

野

食べ物と健
康

応用
栄養学

選択
必修

領域Ⅲ

栄養教育論

看

護

師

に

関

す

る

科

目

基

礎

分

野

科

学

的

思

考

の

基

盤

臨床栄養学

公衆栄養学

給食経営管
理論

ウ

ェ

ブ

デ

ザ

イ

ン

実

務

士

に

関

す

る

科

目

領域Ⅰ

総合演習

臨地実習

選択必
修科目
から1
単位必

修

選択必
修から
12単位
必修

選択
必修

領域Ⅱ

専

門

分

野

基礎
栄養学

区分 区分

－ 学則 － 42 －



授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

環境の科学Ａ 2 選択 ※1 基礎看護学概論Ⅰ 2 必修

環境の科学Ｂ 2 選択 基礎看護学概論Ⅱ 2 必修

生活の科学Ａ 2 選択 看護過程論 2 必修

生活の科学Ｂ 2 選択 看護管理学 1 必修

情報の科学 2 選択 生活援助方法論Ⅰ 2 必修

情報処理基礎Ⅰ 1 生活援助方法論Ⅱ 2 必修

情報処理基礎Ⅱ 1 カウンセリング論 2 選択

情報処理基礎Ⅲ 1 発達心理学Ⅰ 2 選択

情報処理基礎Ⅳ 1 発達心理学Ⅱ 2 選択

情報処理演習Ａ 1 発達心理学Ⅲ 2 選択

情報処理演習Ｂ 1 医療心理学 2 選択

情報処理演習Ｃ 1 在宅看護学 2 必修

情報処理演習Ｄ 1 在宅看護方法論 2 必修

健康スポーツＡ 1 選択 公衆衛生看護学 2 必修

健康スポーツＢ 1 選択 公衆衛生看護管理・活動論Ⅰ 2 選択

健康スポーツＣ 1 選択 公衆衛生看護管理・活動論Ⅱ 2 選択

野外活動 2 選択 成人看護学 2 必修

英語リーディングⅠ 1 成人看護方法論Ⅰ（慢性期） 2 必修

英語リーディングⅡ 1 成人看護方法論Ⅱ（急性期） 2 必修

英語ライティングⅠ 1 高齢者看護学 2 必修

英語ライティングⅡ 1 高齢者看護方法論 2 必修

英語コミュニケーションⅠ 1 小児看護学 2 必修

英語コミュニケーションⅡ 1 小児看護方法論 2 必修

英語コミュニケーションⅢ 1 母性看護学 2 必修

英語コミュニケーションⅣ 1 母性看護方法論 2 必修

中国語コミュニケーションⅠ 1 選択 精神看護学 2 必修

中国語コミュニケーションⅡ 1 選択 精神看護方法論 2 必修

中国語コミュニケーションⅢ 1 選択 救命救急看護論 1

中国語コミュニケーションⅣ 1 選択 リハビリテーション看護論 1

北米文化語学演習 2 選択 エンド・オブ・ライフケア論 1

中国文化語学演習 2 選択 公衆衛生看護管理論 1

基礎国語演習 1 選択※2 地域母子保健論 1

基礎社会演習 1 選択※2 医療・看護倫理学 1 必修

基礎数学演習 1 選択※2 国際看護論 1 必修

基礎理科演習 1 選択※2 国際交流・実践 2 選択

基礎生物演習 1 選択※2 卒業研究Ⅰ 1 必修

基礎化学演習 1 選択※2 卒業研究Ⅱ 1 必修

基礎物理演習 1 選択※2 基礎看護学臨地実習Ⅰ 1 必修

機能形態学Ⅰ 2 必修 基礎看護学臨地実習Ⅱ 2 必修

機能形態学Ⅱ 2 必修
地域・在

宅看護論 地域・在宅看護学臨地実習 3 必修

機能形態学Ⅲ 2 必修 成人看護学臨地実習Ⅰ（慢性期） 2 必修

生化学・栄養学 2 成人看護学臨地実習Ⅱ（急性期） 2 必修

微生物・免疫学 2 成人看護学臨地実習Ⅲ（高度急性期） 1 必修

薬理学 1 必修 高齢者看護学臨地実習Ⅰ（慢性期） 2 必修

病理病態学 2 必修
高齢者看護学臨地実習Ⅱ（回復・リ
ハビリ期） 2 必修

疾病論Ⅰ 2 必修
小児看
護学 小児看護学臨地実習 2 必修

疾病論Ⅱ 2 必修
母性看
護学 母性看護学臨地実習 2 必修

疾病論Ⅲ 2 必修
精神看
護学 精神看護学臨地実習 2 必修

疾病論Ⅳ 2 必修

保健医療福祉行政論 2 必修

疫学 2 必修 ※1　情報処理科目4単位以上、外国語科目（英語科目）6単位

保健統計学 2 必修 以上を含む32単位を修得すること。

※2　4単位を上限として※1の32単位に算入することができる。

選択
必修

1単位
必修

臨

地

実

習

基礎看
護学

看護の統合と実践臨地実習 2 必修

専

門

基

礎

分

野

人体の構造
と機能

成人看
護学選択

必修
2単位
必修

疾病の成り
立ちと回復

の促進

老年看
護学

看護の
統合と
実践

健康支援と
社会保障制

度

地
域
・
在
宅
看

護

論

成人看護学

6単位
必修

老年看護学

小児看護学

母性看護学

区分 区分

看

護

師

に

関

す

る

科

目

基

礎

分

野

科
学
的
思
考
の

基

盤

看

護

師

に

関

す

る

科

目

専

門

分

野

基

礎

看

護

学

人

間

と

生

活

・

社

会

の

理

解

4単位
必修

精神看護学

看

護

の

統

合

と

実

践
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授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

公衆衛生看護学 2 必修 基礎化学 2

在宅看護学 2 必修 化学実験Ⅰ 1

在宅看護方法論 2 必修 化学実験Ⅱ 1

公衆衛生看護管理・活動論Ⅰ 2 必修 生物化学 2

公衆衛生看護管理・活動論Ⅱ 2 必修 生化学Ⅰ 2

成人看護方法論Ⅰ（慢性期） 2 必修 生化学Ⅱ 2

高齢者看護方法論 2 必修 生化学実習 1

小児看護方法論 2 必修 生物学実験Ⅰ 1

母性看護方法論 2 必修 生物学実験Ⅱ 1

精神看護方法論 2 必修 基礎生物学 2

国際看護論 1 必修 分子生物学Ⅰ 2

在宅看護学 2 必修 分子生物学Ⅱ 2

公衆衛生看護管理・活動論Ⅰ 2 必修 分子生物学実習 1

公衆衛生看護管理・活動論Ⅱ 2 必修 食品化学 2

公衆衛生看護管理・活動論Ⅰ 2 必修 食品化学実習 1

公衆衛生看護管理・活動論Ⅱ 2 必修 動物生理学 2

医療・看護倫理学 1 必修 微生物学 2

疫学 2 必修 微生物学実習 1

保健統計学 2 必修 食品加工学 2

保健医療福祉行政論 2 必修 環境科学実習 1

公衆衛生看護管理論 1 必修 フードセイフティ論 2

公衆衛生看護学臨地実習Ⅰ 2 必修 酵素化学 2 選択

公衆衛生看護学臨地実習Ⅱ 3 必修 植物生理学 2 選択

公衆衛生看護学臨地実習Ⅰ 2 必修 植物生理学実習 1 選択

公衆衛生看護学臨地実習Ⅱ 3 必修 生物学演習 1 選択

公衆衛生看護学臨地実習Ⅰ 2 必修 環境生物学 2 選択

公衆衛生看護学臨地実習Ⅱ 3 必修 応用微生物学 2 選択

母性看護学 2 必修 微生物利用学 2 選択

助産学概論 2 必修 微生物工学演習 1 選択

周産母子看護論 1 必修 発酵化学 2 選択

母性看護方法論 2 必修 発酵工学 2 選択

助産診断技術学Ⅰ 2 必修 発酵・醸造学演習 1 選択

助産診断技術学Ⅱ 2 必修 遺伝子工学 2 選択

助産診断技術学Ⅲ 2 必修 食品の機能 2 選択

助産診断技術学演習 2 必修 醸造科学 2 選択

保健医療福祉行政論 2 必修

公衆衛生看護学 2 必修

地域母子保健論 1 必修

看護管理学 1 必修

助産管理 1 必修

母性看護学臨地実習 2 必修

助産学実習Ⅰ 2 必修

助産学実習Ⅱ 5 必修

助産学実習Ⅲ 2 必修

Ｅ群
その他関連科目

食

品

衛

生

管

理

者

・

食

品

衛

生

監

視

員

に

関

す

る

科

目

(

生

物

科

学

科

）

助

産

師

に

関

す

る

科

目

基 礎 助 産 学

助産診断・技術学

地域母子保健

助産管理

助産学実習

保健医療福祉行政論
Ｄ群

公衆衛生学関係

臨

地

実

習

公
衆
衛
生
看
護
学
実
習

個

人

・

家

族

・

集

団

・

組

織

の

支

援

実

習

公

衆

衛

生

看

護

活

動

展

開

論

実

習

公

衆

衛

生

看

護

管

理

論

実

習

個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
の
支
援

Ｂ群
生物化学関係

公

衆

衛

生

看

護

活

動

展

開

論

公

衆

衛

生

看

護

管

理

論
Ｃ群

微生物学関係
疫 学

保健統計学

区分 区分

保

健

師

に

関

す

る

科

目

公

衆

衛

生

看

護

学

公衆衛生看護学
概論

Ａ群　化学関係

選択
必修
(A～D
群か
ら各1
科目
以
上、
合計
22単
位以
上）

A～E群
から合
計40単
位以上
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授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

建築基礎製図 3 建築基礎製図 3

建築設計演習Ⅰ 3 建築設計演習Ⅰ 3

建築設計演習Ⅱ 3 建築設計演習Ⅱ 3

建築設計演習Ⅲ 3 建築設計演習Ⅲ 3

建築設計演習Ⅳ 3 建築設計演習Ⅳ 3

建築設計演習Ⅴ 3 建築設計演習Ⅴ 3

スタジオ設計演習 3 スタジオ設計演習 3

建築設計特別演習 3 建築設計特別演習 3

建築CADⅠ 2 建築CADⅠ 2

建築CADⅡ 2 建築CADⅡ 2

建築CADⅢ 2 建築CADⅢ 2

建築計画学 2 建築計画学 2

住空間計画学 2 住空間計画学 2

西洋建築史 2 西洋建築史 2

日本建築史 2 日本建築史 2

近現代建築史 2 近現代建築史 2

建築環境学 2 建築環境学 2

建築環境学演習 2 建築環境学演習 2

建築設備 2 建築設備 2

建築設備演習 2 建築設備演習 2

建築構造力学Ⅰ 2 建築構造力学Ⅰ 2

建築構造力学Ⅱ 2 建築構造力学Ⅱ 2

建築構造力学演習Ⅰ 2 建築構造力学演習Ⅰ 2

建築構造力学演習Ⅱ 2 建築構造力学演習Ⅱ 2

建築構法 2 必修 建築構法 2

建築一般構造学 2 必修 建築一般構造学 2

建築材料学 2 建築材料学 2

建築材料学実験 1 建築材料学実験 1

建築施工 2 建築施工 2

建築施工演習 2 建築施工演習 2

建築積算 2 建築積算 2

建築積算演習 2 建築積算演習 2

建築法規 2 建築法規 2

建築法規演習 2 建築法規演習 2

建築概論 2 建築概論 2

建築デザイン論 2 建築デザイン論 2

建築キャリアデザイン 2 建築キャリアデザイン 2

建築倫理 2 建築倫理 2

空間デザイン論 2 空間デザイン論 2

建築基礎数学 2 建築基礎数学 2

建築基礎物理 2 建築基礎物理 2

建築プレゼンテーション 2 建築プレゼンテーション 2

建築CG 2 建築CG 2

建築思想作品論 2 建築思想作品論 2

建築設計デザイン演習 2 建築設計デザイン演習 2

海外建築研修 2 海外建築研修 2

国内建築研修Ａ 2 国内建築研修Ａ 2

国内建築研修Ｂ 2 国内建築研修Ｂ 2

インテリアデザイン論 2 インテリアデザイン論 2

インテリアデザイン演習Ⅰ 2 インテリアデザイン演習Ⅰ 2

インテリアデザイン演習Ⅱ 2 インテリアデザイン演習Ⅱ 2

ランドスケープデザイン論 2 ランドスケープデザイン論 2

ランドスケープデザイン演習 2 ランドスケープデザイン演習 2

アーバンデザイン 2 アーバンデザイン 2

福祉環境論 2 福祉環境論 2

福祉環境演習 2 福祉環境演習 2

商空間デザイン論 2 商空間デザイン論 2

商空間デザイン演習Ⅰ 2 商空間デザイン演習Ⅰ 2

商空間デザイン演習Ⅱ 2 商空間デザイン演習Ⅱ 2

建築リノベーション論 2 建築リノベーション論 2

建築リノベーション演習 2 建築リノベーション演習 2

建築フィールドワーク 2 建築フィールドワーク 2

住居史 2 住居史 2

建築マネジメント 2 建築マネジメント 2

住生活論 2 住生活論 2

人間工学 2 人間工学 2

＊一級建築士に関する科目の必要単位数は、 ＊二級・木造建築士に関する科目の必要単位数は、

　必修・選択必修・選択科目で合計60単位以上とする。 　必修・選択必修・選択科目で合計40単位以上とする。

選択

建築法規
選択
必修

1単位
必修

建築法規
選択
必修

1単位
必修

建築生産
選択
必修

2単位
必修

建築生産
選択
必修

1単位
必修

選択
必修

3単位
必修

建築一般構造

建築材料
選択
必修

2単位
必修

選択
必修

3単位
必修

建築計画
選択
必修

7単位
必修

建築計画
建築環境工学

建築設備

選択
必修

2単位
必修

建築環境工学
選択
必修

区分 区分

一

級

建

築

士

に

関

す

る

科

目

建築設計製図
選択
必修

7単位
必修

二

級

・

木

造

建

築

士

に

関

す

る

科

目

建築設計製図

2単位
必修

建築設備
選択
必修

2単位
必修

構造力学
選択
必修

4単位
必修

構造力学
建築一般構造

建築材料

複合・関連科目 選択 複合・関連科目
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授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考 授　業　科　目 単位数
必修
選択

備考

21世紀の社会と法Ａ(日本国憲法） 2 教育心理学 2
選択
必修

情報処理基礎Ⅰ 1 保育内容総論Ⅱ 1 必修

情報処理基礎Ⅱ 1 保育内容　健康Ⅱ 1

情報処理基礎Ⅲ 1 保育内容　人間関係Ⅱ 1

情報処理基礎Ⅳ 1 保育内容　環境Ⅱ 1

英語コミュニケーションⅠ 1 保育内容　言葉Ⅱ 1

英語コミュニケーションⅡ 1 演奏表現と子どもの音楽Ⅰ 1 必修

英語リーディングⅠ 1 演奏表現と子どもの音楽Ⅱ 1 必修

英語リーディングⅡ 1 運動遊びの基礎 1

健康スポーツＡ 1 音楽表現の基礎 1

健康スポーツＢ 1 造形表現の基礎 1

健康スポーツＣ 1 身体表現の基礎 1

からだの科学Ａ 2 必修 保育におけるケアと倫理 2

幼児教育学 2 必修 保育実習Ⅱ 2

教育原論 2 必修 保育実習Ⅲ 2

子ども家庭福祉論 2 必修 保育実習指導Ⅱ 1

社会福祉学 2 必修 保育実習指導Ⅲ 1

子ども家庭支援論 2 必修

社会的養護Ⅰ 2 必修

保育者論 2 必修

発達心理学Ⅰ 2 必修

発達心理学Ⅱ 2 必修

教育心理学演習 1 必修

子どもの保健 2 必修

子どもの食と栄養Ⅰ 1 必修

子どもの食と栄養Ⅱ 1 必修

幼児教育課程論 2 必修

保育内容総論Ⅰ 2 必修

保育内容　健康Ⅰ 1 必修

保育内容　人間関係Ⅰ 1 必修

保育内容　環境Ⅰ 1 必修

保育内容　言葉Ⅰ 1 必修

保育内容　表現Ⅰ 1 必修

保育内容　表現Ⅱ 1 必修

子どもと健康 1 必修

子どもと人間関係 1 必修

子どもと環境 1 必修

子どもと言葉 1 必修

子どもと表現 1 必修

乳児保育Ⅰ 2 必修

乳児保育Ⅱ 1 必修

子どもの健康と安全 1 必修

障害児保育 2 必修

社会的養護Ⅱ 1 必修

子育て支援 1 必修

保育実習Ⅰ 4 必修

保育実習指導Ⅰ 2 必修

保育・教職実践演習（幼） 2 必修

選択必
修科目
のうち
3単位
必修

保育の内
容・方法
に関する

科目

選択
必修

外国語

選択
必修体育

選択
必修

必

修

科

目

保育の本
質・目的
に関する科

目

保育実習

選択
必修

2単位
必修

選択
必修

1単位
必修

保育の対象
の理解に
関する科目

保育の内
容・方法
に関する科

目

 保育実習

総合演習

区分 区分

保

育

士

に

関

す

る

科

目

教

養

科

目

外国語・体育
以外の科目

選択

8単位
以上
（う
ち、
「から
だの科
学Ａ」
2単位
と「健
康ス
ポーツ
Ａ～
Ｃ」の
中から
1単位
は必
修）

保

育

士

に

関

す

る

科

目

選

択

必

修

科

目

保育の対象の理
解に関する科目
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別表第２（第２１条関係） 

授業料等諸納付金 
区                  分 金額（円） 

入学検定料 

自己表現型選抜、学校推薦型選抜（指定校）、総合型選抜（専願・併願）、社会人特別

選抜、一般選抜（前期日程・後期日程）、安田女子高等学校特別選抜、編入学試験 
 20,000 

大学入学共通テスト利用選抜（前期日程・後期日程・薬学部薬学科特待生選抜） 10,000 

上記以外の入学試験 20,000 

入学料 ― 100,000 

授業料 

（年額） 

学部・学科 入学年度  ― 

文学部 

日本文学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

書道学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

英語英米文学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
1,020,000 

教育学部 

児童教育学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

幼児教育学科 2025 年度 900,000 

心理学部 

現代心理学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

ビジネス心理学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

現代ビジネス

学部 

現代ビジネス学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

国際観光ビジネス学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
1,020,000 

公共経営学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
900,000 

家政学部 

生活デザイン学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
940,000 

管理栄養学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
1,040,000 

造形デザイン学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
1,040,000 

薬学部       薬学科 

2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度・2021 年度 
1,640,000 

2020 年度 1,620,000 

看護学部 看護学科 
2025 年度・2024 年度・2023 年度・2022 年

度 
1,390,000 

理工学部 

生物科学科 2025 年度 1,150,000 

情報科学科 2025 年度 1,150,000 

建築学科 2025 年度 1,150,000 

施設設備費    200,000 
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安田女子大学教授会規程 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、安田女子大学学則第２５条第６項の規定に基づき、安田女子大学教授会（以下「大学教授会」

という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審議事項等） 

第２条  大学教授会は、学長が次の各号に掲げる全学的な事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する基本的な事項 

(2) 学位の授与に関する基本的な事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、大学教授会の意見を聴くことが必要なものと

して学長が定めるもの 

２ 大学教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する全学的な事項について審議し、

及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（組織） 

第３条 大学教授会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 教授、准教授、講師、助教 

２ 大学教授会には、学長が必要と認めたときは、その他の職員等を加えることができる。 

（会議） 

第４条 大学教授会は、必要に応じ学長が招集し、その議長となる。 

２ 学長に事故があるときは、あらかじめ学長の指名を受けた専任の教授が議長の職務を代行する。 

第５条 大学教授会は、その構成員の３分の２以上の出席がなければ開催することができない。 

第６条 大学教授会の議事は、出席構成員の過半数でこれを可決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

（代議員会等） 

第７条 大学教授会は、その定めるところにより、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１４３

条に規定された代議員会等（審議機関）として、安田女子大学運営協議会及び安田女子大学教員業績審査委員会

を置く。 

２ 大学教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、大学教授会の議決とすることができる。 

３ 代議員会等は、その審議結果を大学教授会に報告するものとする。 

４ 安田女子大学運営協議会及び安田女子大学教員業績審査委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（議事録） 

第８条 大学教授会の議事内容を記録するため、議事録を作成し、保管する。 

（事務） 

第９条 大学教授会に関する事務は、庶務課において処理する。 

（雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

 

 

附 則 

この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 
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この改正規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は、２０２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は、２０２５年４月１日から施行する。 

 

－ 学則 － 49 －


	学則
	大学教授会規程



